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足立原　貫（あだちはら　とおる）
　1930 年東京・本所生まれ。東京都立上
野高等学校、東京大学教養学部理科Ⅱ類、
同農学部、同大学院を経て東京大学助手、
大分県農業試験場技師、富山県立技術短期
大学助教授、同教授。富山県立大学短期大学部教授、同
学部長。1996 年定年退職。その間 67 年に廃村を拠点
として開始した「農業開発技術者協会」の運動を基軸に、「人
と土の大学」「草刈り十字軍」「山崎賞」「中国への技術協力」
など幅広い実践を続けてきた。
著者『一つの社会の死から』『やる者がやるときに』『道標
はない』『土に根ざした 20 年』『山へ入って草を刈ろう』『へ
んじゃないか、へんじゃないか』等



－ 3 －

野開　勝政（のびらき　かつまさ）
富山県立大学同窓会　会長
昭和 52 年 3 月　富山県立技術短期大学
　　　　　　　　 農林土木科第 6 回卒業
昭和 52 年 4 月　小杉町役場勤務
平成 17 年11月　市町村合併により射水市役所へ
平成 24 年 4 月　射水市役所都市整備部次長
平成 26 年 4 月　射水市役所上下水道部次長
平成 28 年 4 月　射水市役所上下水道部部長
平成 29 年 4 月　射水市公園等管理業務公社専務理事
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　次世代へ継ぐ
　　　　　「草刈り十字軍」

毎日新聞 2014 年 7 月 17 日 ( 木 ) 寄稿

足 立 原 　 貫

　「きみ、青春の一夏、山に入って草を刈ろう」
全国の学生向けに、そう呼びかけて開始した私たち
の実践を継続してきて、今夏、41 年目になる。
　自生した木々が繁る天然の森林でなく、人手で育
てた苗木を植えて育成する人工の森林では、毎年適
切な時期に、また、何らかの人手をかけねばならな
い。その一つに、成育初期の「下草刈り」がある。
　各地の造営林で森林労働者激減の対策に、ヘリ
コプターによる除草剤散布が実施され始めていた
1974（昭和 49）年夏、富山県でも４カ町内の造林
地で除草剤が空中散布されようとした。私たちは、
散布対象地域内の廃村を拠点にその７年前から「地
球を耕そう」を合言葉に、小集団の営農活動ととも
に土とつながる生存条件と生活価値の探求を目指す

「人と土の大学」の開講をはじめ、一連の活動を続
けていたため、猛反対運動を展開した。
　しかし「森林の育成」は、遂行されるべき ” 天下
の大事 ” でもあった。造林地の下草刈りは不可欠な
作業である。コトは、反対だけで済まない。除草剤
散布を中止させたとしても問題は解決しないだけで
はなく「森林の育成」という天下の大事の遂行に無
頼な妨害を働いただけという結果に追いやられかね
ない。

　反対運動の決め手は対案を示し、それを実践する
ことだ。私は「夏休み中の学生たちの手による下草
刈り」という対案を示した。「現代の荒野」を彷徨 ( ほ
うこう ) する若者たちに自己啓発、自己鍛錬、価値
の創造の場を提供。彼らが日常を脱する汗を流すこ
とで森林作業の一端が達成されるとともに、反対運
動のあり方に一石を投じようとするものだった。
　「チエをかしたらチカラもかそう」という私の信
条に共鳴してくれる人たちによる実践運動の開始で
あった。「草刈り十字軍」という名称は、当時の若
者たちに人気があった「ザ・フォーク・クルセダー
ズ」にヒントを得てつけられた。
　以後毎夏、全国から、ときには海外からの参加者
を得て運動は継続してきた。40 年間の作業面積延
べ 1800㌶余という数字が示す森林業務への寄与は
大きくなくても、住民運動の流れを変え、森林ボラ
ンティアのさきがけとなったと評価され、林政の多
面的見直しを迫った起爆剤効果は小さくなかったで
あろう。
　反対の意思表示に私たちはヘリコプターが飛び立
つのを妨害したり墜落させようとしたり、除草剤の
製造工場を爆破しようとしたのではない。除草剤を
空中散布するような文明状況への異議申し立てに自
分たちの身体を動かして草を刈った。
　運動を継続して参加者の年齢の幅が広がり、いま
や 15 ～ 70 歳代に及ぶ。生活スタイルも考え方も異
なる者が日常性を脱し、力を寄せ合い励まし合って
厳しい労働に汗を流す合宿は、互いの心の底にある
善意や良心を目覚めさせ、我利を越えて他者のため
にも尽くそうとする人物を育む場となる。草刈りに
限らず広く森林整備の諸作業に汗を流す「手応えの
ある文明批評の実践」として次世代へつなぎたい。
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足立原君という人
　　　　　　　東京大学名誉教授・哲学　山崎　正一

　その日、私は新学期最初の哲学の講義を終え、研
究室にもどるため東大駒場キャンパス内を足早に歩
いていた。突然、新入生とおぼしき一人の学生が私
の前に現れた。
　「先生にお願いがあります。私は足立原貫という
理科二類の学生です」
　二十数年前の春のことである。当時、足立原君は
紅顔の学生であり、私は四十歳まえの少壮教師で
あった。用件は、西洋の学問と教養との淵源である
ギリシヤ文化についての研究会（確か「東京大学エ
オリア会」と称した）をつくりたいので、その顧問
教官になってほしいということであった。断る理由
を見出せなかったので私は承諾した。これが私と足
立原君とのつき合いの始まりである。
　活動資金をつくるため、足立原君はダンス・パー
ティーを企画し、実行した。私は赤字を大いに心配
する一方、この学生の行動力にひそかに驚嘆したこ
とを憶えている。
　足立原君はしばしば私のところへ訪ねてきた。そ
のある日、一冊の謄写版刷りの詩集を手にしてきた。
木版画の表紙で「つみ木の塔から」と題され、美し
いリボンで綴じてあった。作者は、” 光原邦夫 ” と
ある。これが、足立原君のペンネームであった。
　足立原君は、アルバイトで得た生活費を切りつめ
て、この詩集を百部作った。
　木版画の表紙からガリ切り、印刷、リボン綴じの
製本まで仲間たちが手伝ってくれ、そうして出来上
がった百部を、胸を病んで療養中の若い人々へ郵便
で贈ったのだという。「私も結核、長期療養したん
です。いま、渋谷のハチ公前の郵便ポストへ全部投
函してきました。先生にも一部差し上げます。」と
いうのが、その口上であった。
　いまにして思えば、” 今日の足立原君 ” は、当時
すでにスタートしていたことになろう。ギリシヤ文
化の研究会に始まって、詩集「つみ木の塔から」に
至り、足立原君は、まさに ” 在るべき足立原君 ” に
なりつつあったのであろう。「つみ木の塔から」は、
その後、第二集、第三集と継ぎ、第五集か第六集か
まで続いた。大地の土のにおいや、生命力への賛歌
は、今日の足立原君の思想と行動に、まっすぐつな
がっている。以来、今日までの足立原君の生涯は、
足立原君が、まさに、” 在るべき足立原君 ” を自ら
発見してゆく歴史であったというべきであろう。人
は、その才能に最も適した職業を選ぶのがよい、な

どという俗説は、およそ足立原君とは無縁のもので
ある。たとえ才能とういものがあるとしても、それ
が働かされなければ、その才能があることすらわか
りはしない。才能とは、それ自身が働かされること
によって発見され、形成されるものではないか。足
立原君の活動と仕事とは、まさしく、そのことを示
している。
　足立原君は、すでに両親がなかったから、いくつ
もの家庭教師をひきうけたり、その他もろもろのア
ルバイトをやって自分の学費や生活費をまかない、
それのみならず、看護学院に入学した妹の学費援助
まで、一時やっていたようである。しかし、私の前
に現れる足立原君は、いつも明るく潑剌としてい
て、苦学力行の士というような苦渋のかげは少しも
なかった。
　幼年時代からの土への夢を育てて農学部へ進学
し、卒業の時は学部総代となって総長から卒業証書
を受ける役目に当たったが、その際、晴れの大役に
新調の制服を貸すという友人の申し出をことわり、
いつも着ていたつぎはぎだらけのボロ制服で、ケロ
リとして卒業式に出席し、学部総代の役目をはたし
た。
　卒業後、大学院を経て農学部付属農場につとめ、
まもなく大分県の農業試験場に赴任した。九州へ
行ってからも時々上京して姿を現したが、毎年、年
末、東京芸術大学によって行われるヘンデルのメサ
イヤの演奏会には、どこにいても必ず、そのためだ
けにでも上京してきた。
　それから三年余りして足立原君が富山県の技術短
期大学に転任すると、そのまわりには、足立原君を
慕う、志ある青年たちが集まってきた。そして、足
立原君の農業の理念を実践する青年集団「農業開発
技術者協会」が発足した。農業の新しい一方式を確
立しようとするその活動は、展開されてゆく過程で
次第に内容を深め、幅を広げ、やがて「人と土の大学」
の開講となり、また「草刈り十字軍」の運動となっ
た。その活動はすでに単なる農業問題のワクを超え、 
” 農 ” の理念に基づく「文明批評の実践」の名にふ
さわしい事業となっている。足立原君が新聞や雑誌
に小論稿を執筆するようになったのも、これらの実
践活動が展開され始めたそのころからである。激し
い行動の日々に生まれる論稿は、実践の積み重ねと
ともにその数を加えていった。このたび、それらの
論稿が一冊の書にまとめられ「一つの社会の死から」
として上梓されたのは、まことに喜ばしい。
　足立原君が書くものには、常に首尾一貫した足立
原哲学が展開されている。それは書斎の閑文字では
ない。実践者の信念と情熱と人間味あふれる発言で
ある。行動する足立原君の知性と生命のいぶきが、
その行間に光り、躍っている。そしてその発言の一
つ一つは、現代をさ迷う人々に、はなはだすぐれた
参考となり、強いはげましともなる。それを読む人
は、現代の盲点を自覚させられるのみか、自分も一
つやってやろうという気持ちを抱かせられるに違い
ない。

足立原先生の著書『一つの社
会の死から』( 北日本新聞社・
1975 年 ) の出版に際し、恩師
の山崎正一東京大学名誉教授の
推薦の言葉。
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―多方面にわたり社会のために活躍しておられると
伺いましたが
中田　始めに紹介するのは、いわゆる「おれおれ詐
欺」を防ぐために、行政や防犯協会等とコラボして
チラシを配ったり、チラシのデザインを考えたりし
ました。クイズ形式のテレビゲームで体を使って考
えてもらったりする啓蒙活動をやっています。地域
の奥様方と大学生のコラボでは、寸劇を一緒にやる
ことで多くの方の興味を持ってもらえたと思いま
す。大学生が参加することで新しい展開も期待でき
ます。
―映像がまるでそこにあるように見えるプロジェク
ションインタラクションというのですか、プロジェ
クタの映像とふれあう活動をされていますが
中田　川の駅新湊でやった活動ですが、水中を泳い
でいる魚にふれ、ざるですくって、板に流し、実際
に魚がいるように楽しめるもので、子どもさんに大
変好評でした。このときは地元の新湊の大工さんや
多くの方々の協力で出来ました。こちらは情報技術
の専門でも、会場の設営等は地元でやってもらいま
した。
　それが報道され黒部市から古い蔵があるのだけれ
ど、そこで何かやって欲しいと依頼があり、ちょう
ど花火大会の日だったので子どもさんが動くことに
よって蔵の中で花火を体験できるプログラムを作成
しました。昼は疑似体験の花火、夜は本当の花火体
験という楽しい一日になりました。
　富山県民会館や富山駅、富山県立大学などで、面
白い映像をつかったイベントを行い多くの人に知っ
てもらい、そこから何かが生み出せるのではと考え
ています。
―そのような活動は無料でやっているのですか
中田　有料で引き受けています。専門的な情報技術
を駆使していますので、その対価を頂いています。
そうでなければ永く続けることが出来ないと思いま
す。
―このような活動は学生団体「イメージトレイニー」
の方が中心と聞きましたが
中田　一種の技術集団のようなもので、工学の専門
の知識を使って社会に貢献しようとしている団体で
す。責任感があり意欲的な学生が集まっています。
夢膨らませて大学に入ってきた学生が、興味をもち
モチベーションをあげて、進んで研究して技術を向
上させることは必要だと思います。「イメージトレ
イニー」を指導しているのは僕ですが、彼ら彼女ら

が自主的に取り組み進んでくれればと思っていま
す。
―「イメージトレイニー」がＮＰＯ法人きんたろ
う倶楽部と提携して「呉羽里山散策アプリ」を開
発したそうですが
中田　これはきんたろう倶楽部さんからの要請で
始めました。例えば新幹線で富山へ来た方が、里山
を体験したいと思い。3 時間あるとして、富山駅か
ら呉羽山までタクシーで往復 1 時間、あとの 2 時間
を呉羽山で過ごして里山の自然を楽しむときに、こ
のアプリが活躍します。歩いていて現在地から、一
番近いトイレやバス停までの距離が分かりますし、
山道で迷いそうなところでは 360 度風景見回し機
能がついたりして快適に散策が出来るアプリです。
目的地までの所要時間もわかり便利だと思います。
　またファミリーパークへ遊びに来た子どもさん
が、ついでに里山体験する時などに役立ちゲーム
感覚で里山に親しんでもらえると思います。
―楽しそうなアプリですね。完全に実用化してい
るのですか
中田　始めたばかりで、使い勝手を向上させ、もっ
と多くの地形の情報をいれたり、毎年山道の情報を
更新したりして、10 年ぐらい続けば定着するのか
なと思っています。使い勝手の向上のために、こ
のアプリを子どもさんや親御さんと一緒に使って
もらい改善点を見つけたりしています。
―地域貢献の活動を続けておられるのは
中田　いま、学生たちが学習、研究している工学
の技術が、どのような形で社会の役に立つかの一
つの答えを見せられると思っています。
　手短な問題を取り上げてそれを解決して、喜ん
でもらい、それがまたやりがいを引き起こし、進
めていきたいと思います。今は市町村単位での要
望に応えているが、これを推し進めて、新しい展
開を目指します。
インタビューを終えて
　中田先生の研究室に
は、いろんな物があり（変
わった機械・なんに使う
のか分からない物）、「ド
ラえもん」が全巻揃えで
あり、楽しい場所でした。
ここから何か面白いこと
が生まれそうな雰囲気の
研究室でした。
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磯部　貴弘（いそべ　たかひろ）
院生物 2期生

①バドミントン　
　小学生から始め、約 30年経ちます。現在は、地
元中学校のコーチをしています。コーチを始めて、
約 10年になりますが、教え子と一緒にバドミント
ンをしたり、食事に行ったりするのが楽しみです。
昨年の 12月には、リオオリンピックメダリストの
試合を観戦してきました。
②買い物
　県外へ出かけた時など、いろいろな店を歩き回り、
今話題の商品や珍しい物を探し、お土産として買う
のが楽しみです。普段は、ネットで購入することが
多くなりましたが、自分が納得いくものをみつける
まで探し続けます。
③書店めぐり
　最近のお気に入りの書店は、東京駅丸の内北口に

ある丸善・丸の内本店です。書籍の品揃えはもちろ
ん、文房具などもたくさんあり、出張の際に時間が
あればほとんどといっていいくらい足を運びます。
〈近況〉
　週に 2日はバドミントンのコーチ、その他に月
に 1日は学会の委員会活動で東京と大阪へと仕事
以外でもそれなりに忙しい日々を過ごしています。
体調管理に気をつけ、仕事、プライベート共にがん
ばりたいと思います。

最近、東京へ行った時に撮影

▲

　応用数学科 7 回生の今井準子さんは県庁勤めの傍
ら、自己流の油絵を毎年 1 枚ずつ描いて 15 年ほど
たった、1996（平成 8）年、砺波市働く婦人の家で
の日本画教室に誘われたのが日本画との出会い、そ
して日展会友の紫藤孝先生（砺波市在住）との出会
いでもありました。初めて描いた庭先の「すずらん」
は、分からないなりに一生懸命描いた作品で特別な
思いがある。始めは周りの草花を多く描いたが、習
い始めて 5 年頃から大きな作品に取り組むようにな
り、市展、県展、勤労者美術展やアートフェスタ等
の公募展に応募、各種の展覧会に出展した。市展大
賞、富山県美術展入選、越中アートフェスタ入選等
受賞歴が多数ある。
　画業 20 周年を記念して砺波地方ゆかりの作家を
紹介する「となみ野アート」今井準子日本画展「日
本画を描いて～ 20 年の歩み～」（北日本新聞社主催）
が北日本新聞社砺波支社ギャラリーで 1 月 27 日～
2 月 5 日開催された。千人を超す入場者が訪れ好評

のうちに幕を閉じた。それを記念して画集「日本画
を描いて～ 20 年の歩み～」（A4 判・54 ページ）を
出版した。
　今井さんは「年間 3 作品ぐらいのペースで作品を
仕上げている、最近は旅に出て心に残った風景等を
題材に作品を作ることが多いが、雪国に住んでいる
ので雪をテーマにした作品を仕上げ、これからも精
進を続けたい」と語る。人権擁護委員等多方面で活
躍、夫は今井秀昭氏（草農業科 1 回生）。本誌 19 ペー
ジの今井秀昭氏寄稿文も是非ご覧ください。

美に魅せられて20年
日本画家　今井準子さん

（大谷・応用数学科 7 回生）

個展会場で今井準子さん
（左）、紫藤孝先生（中央）
今井秀昭氏（右）

すずらん

山里の秋
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資源循環工学・環境政策学講座
佐伯　孝　講師

環境基本計画において、持続可能な社会を、「低
炭素」・「循環」・「自然共生」の各分野を統合的に達
成することに加え、「安全」がその基盤として確保
される社会であると位置づけています。「循環」と
は「循環型社会」のことで、佐伯研究室では、循環
型社会の構築を目指し、「物質循環」「環境負荷評
価」「廃棄物」を研究キーワードに、廃棄物をリサ
イクルすることは本当に環境への負荷が少なくなる
のか、廃棄物の流れの見える化などを行っています。
最近では、災害時に発生する廃棄物である「災害廃
棄物」を対象とした研究や太陽光パネルなどの複合
廃棄物のリサイクル技術の研究も行っています。

リサイクル製品の評価では、今までに評価した
いくつかの製品では、リサイクルすることで天然資
源を用いた製品よりも環境への負荷が大きいものが
ありましたが、評価の過程でどのプロセスが多くの
負荷を排出しているかが分かりますので、プロセス
の改善により環境への負荷を減らすことが可能でし
た。

災害廃棄物を対象とした研究では、東日本大震
災、広島土砂災害、熊本地震等の被災地においてど
のように廃棄物が被災地から排出され、処理されて
いるのかを実際の被災地において調査を行っており

ます。写真は、熊本地震の被災地における廃棄物の
処理現場です。

本研究室の研究は、どの研究にも関係すること
ですが、目の前にあることだけ見て研究したのでは
良い結果は得られません。物事を俯瞰的に見てそれ
ぞれの関係性について把握することで研究が進み、
良い結果が得られます。研究室の学生には、俯瞰的
に物事を見る力を身につけて欲しいと思っておりま
す。

環境・社会基盤工学科

熊本地震の被災地における廃棄物の処理現場

☆はがきで下記のあて先へ答えと住所・氏名を
書いて応募下さい。正解者１０名に図書カード
(500円) 進呈。正解者多数の場合は抽選としま
す。締切８月末（当日消印有効）。答えと一緒
に「千瓢」の感想も書いて下さい。メールでの
応募、同封のはがきでの応募いずれも可。

　〒 939-0398 富山県射水市黒河
　富山県立大学内「千瓢」編集部
E-mail　senpyokai@pu-toyama.ac.jp

＜第 11号クイズ＞
　「千瓢」で今号から連載が始まる、コラムの
タイトルは？

　　　　答えは　　３冊の本です。

　正解者は以下の方々です。（敬称略）図書カードを
お送りしました。おめでとうございます。

「千瓢」１1号クイズ当選者発表

　　溝口　純　谷村　実　　北林　恒好

　　舘　身果　早川　俊一

　富山県立総合衛生学院の前身、富山
県立中央病院附属高等看護学院が設立
された年は？（２１ｐを参照）

答えは　　昭和〇〇年
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植物機能工学講座
加藤康夫教授、野村泰治准教授、北岡直樹助教

我々の研究室は、生物工学科棟一階に位置して
おり、構成メンバーは、教員 3 名、博士研究員 1 名、
大学院生（修士課程）、学部生（4 年、3 年）からなっ
ています。講座が出来て 12 年目の今年、新しい助
教と初めての博士研究員の採用という大きな変革を
行い、世界の植物生化学を牽引すべく構成員全員大
いに意気込んでいる次第です。

当研究室は、植物工学、生化学、有機化学、分子
生物学、微生物学といった各分野の技術を複合的に
用いて、植物が生産する有用二次代謝産物の生合成
機構と生理学的意義を解明するとともに、そういっ
た基盤研究の成果を応用して、目的の有用物質を効
率的に生産する技術開発に取り組んでいます。加え
て、植物を利用した環境浄化やバイオエネルギー生
産への応用研究も行っています。研究内容について、
現在我々が主要テーマとして取り組んでいるチュー
リップを例にとり簡単に説明します。

富山県の県花であるチューリップの各組織中に
は二次代謝物としては驚くほどの高含量（乾燥重量
で数〜 10％）でチューリッポシド類が存在してい
ます。私たちは生化学的アプローチにより、この化
合物はチューリップ組織内において酵素反応によ
り、強い抗菌活性を示すチューリッパリン類（α -
メチレン - γ - ブチロラクトンの一種）に変換され
抗菌作用を発現していることを世界で初めて解明し
ました。本変換系はチューリップの耐病性に関与し

材料設計加工学講座
鈴木　真由美　教授　

本講座は 6 つの研究室で構成されていますが、本
研究室ではマグネシウム合金・アルミニウム合金に
代表される、金属の中でも比重の軽い金属材料を主
に対象とした研究を行っています。

研究テーマとしては、「硬質・軟質相を有するマ
グネシウム基合金の積層構造制御と格子回転制御に
よる高強度化」、「微細規則構造相分散による組織変
化と強化機構」、「超微細粒を有する軽金属材料の力
学的特性」など、金属材料の性質の中でも特に強度
や伸びといった力学的性質に注目し、材料の基礎的
な力学特性の理解から、新規材料開発に渡る幅広い
内容を取り扱っています。それぞれのテーマに応じ、
富山県工業技術センターや富山県内外の企業や他大
学の先生方と連携研究・共同研究を進めております。
金属材料の強度や変形にご興味がございましたらお
気軽にお声がけ頂けますと幸いです。

近年の金属材料分野の研究開発動向は循環型社
会を意識し、従来型の化学組成の調整に頼るだけで
なく、材料に適切な変形や熱を加え、金属内部の結
晶方位や格子欠陥などの微細構造をコントロールす
ることで材料の高性能化・新規特性の探索を図る方

ているものと考えられますが、チューリッポシド含
有量が極めて高いことや、蓄積される化合物種が組
織や生育時期によって大きく異なることから、耐病
性だけでなく、その他にも生理学的に重要な役割を
担っている可能性が考えられます。現在、チューリッ
ポシド / チューリッパリン類の生合成経路とその発
現調節機構の解明、耐病性機構と新たな生理学的機
能の解明、といった基礎研究、ならびに医農薬、化
粧品原料などチューリッパリン類の新規機能性物質
としての利用を目指した応用研究を行っています。

これからも研究室構成員全員で一緒に泣いたり
笑ったりしながら、人類および地球の役に立つよう
な植物機能の開発研究を進めて行こうと思っていま
す。

向へ転換しようとしています。それに伴い、材料を
分析するスケールもマイクロメートルからナノメー
トルレベルへ進化し、本研究室における研究の現場
でも金属材料の微細構造の観察や高度な解析に対応
した装置や手法を用いることが増えています。

一方で、金属材料を構造物として利用するために
は、十分な大きさの物体の内部に意図した微細構造
が狙い通りに構築されていなければなりません。マ
クロ〜ナノスケールまで、工学的視点に立ったバラ
ンスの取れた研究を目指すと共に、機械系の基礎と
材料のセンスを兼ね備えた学生を送り出せる研究室
でありたいと考えています。

生物工学科

機械システム工学科

研究室集合写真
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情報基盤工学講座
榊原　一紀　准教授

榊原研究室は 2013 年に情報システム工学科にて
発足し、丸 4 年が経ちました。発足時から一貫して、
人間 - 機械系あるいは人コミュニティを前提とした
システム・モデリングの方法論を確立すべく活動し
てきました。この 4 年間に対象としてきた「システ
ム」は、物流、生産スケジューリング、スマートグ
リッド、都市交通、大学補講時間割、セミの進化プ
ロセスなど、最近では、地域観光、サーマルグリッ
ド、社会意識形成、スーパーマーケットなど多岐に
わたります。

工学研究は（科学研究と異なり）特殊性の中に普
遍性を見出すことである、とも言われますが、私達
のスタンスとしては、上に挙げた個別課題の特殊性
を重視しながら、システム・モデリングの普遍的な
規範の構築を目指してきました。一方で周囲からは
必ずしもそのようには理解されていないようで、同
じ学科の中村正樹先生から「榊原研は工学的応用に
主眼をおいている」と評されたこともあります。未
だ私達が普遍性を提示できていない、ということで
しょう。

世の中に目を向けると、サイバー・フィジカル・
カップリング（情報空間と現実空間の結合）を目指
した情報技術の急速な進展に伴い、システム・モデ
リングの重要性は高まる一方です。情報空間に構築

知的インタフェース工学講座
中井　満　講師

私達は何気なく声を聞き、文字を読み、身振り
を理解するということを日常的に行っています。こ
の知的な機能（パターン認識）をコンピュータで処
理すること、それが私の研究室で扱う知的インタ
フェースです。学生時代に出会ったテーマが音声認
識ということもあって、時系列の信号を扱ったパ
ターン認識を中心に研究しています。

本研究室のスタートは本学科が開設された 2006
年です。それ以前に筆跡を見ずに書いた文字や視覚
障碍者が書いた文字、いわゆる字形の崩れた文字を
認識する技術を開発していましたので、これを応用
して、空中に書いた見えない文字の認識を始めまし
た。初年度の卒研生は、指先の磁石を手首の磁気セ
ンサで検知して空中の筆跡を得るという方式でした
が、その後、ジェスチャーインタフェースが普及し
て様々な信号を利用できるようになりました。Wii
の加速度・角速度信号、Kinect や Leap Motion の
空間座標信号、Myo の表面筋電信号などです。本
学科の学生ならば、研究室探訪で皆が体験している
ので、「Wii リモコンを振り回して文字を書いてい
る研究室」で思い出すのではないでしょうか。現在
は「何の文字を書いているか」だけでなく、「誰が
書いているのか、本人が書いているのか」というバ
イオメトリクス認証の研究も展開しています。国際

された「バーチャル」がリアリティ（本物性）を獲
得するためには、サイバーとフィジカルの界面とし
てのシステム・モデルが明確に構築されている必要
があります。すなわち、システム・モデルが十全に
用意されていなければ、バーチャルは情報技術屋の
自己満足となりかねません。私達の研究室も本学の
情報技術の専門家と協働しながらサイバー・フィジ
カルの界面としてのシステム・モデルを構築してい
きたく思います。

榊原研究室では、これまで計 16 名の学生が上記
のような活動をしてきました。彼らの人生において、
この研究室で考え、議論した日々が、一人ひとりに
とっての普遍的な基盤となることを願ってやみませ
ん。

会議や全国大会で受賞するくらいに学生が頑張って
います。

さて、研究室のスタートから 10 年が経ちました。
この間に、21 人が卒業し、うち 9 人が大学院を修
了しました。平成 29 年度は M2 が 1 人、M1 が 1 人、
B4 が 2 人のメンバー構成になります。少人数なの
で、諸々のイベントは同講座の他研究室と合同です。
千瓢・第 8 号（2013 年発行）の高木研の合宿の写
真に中井研も写っています。研究室単独では、ダ・
ヴィンチ祭（8 月）、忘年会（12 月）、送別会（3 月）
の時期に OB 会を開いています。研究室の LINE グ
ループでは、時々、近況を送っています。繋がって
ない OB もいますので、これに気付いて連絡をもら
えたら嬉しいです。

電子・情報工学科

知能デザイン工学科

2016 年 3 月の OB 会
（中井はカメラマンなので写って
いません）

2016 年度のメンバー
（中井は後列右端）
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   ●   理 事 長　　寺井　幹男
   ●   学 長　　石塚　　勝　教授
   ●   副 学 長 ・工 学 部 長　　森　　孝男　教授
   ●   学 生 部 長　　中島　範行　教授
   ●   副 学 生 部 長　　鈴木真由美　教授
   ●   工 学 部
　　教養教育主任教授　　　　　石森　勇次　教授
　　機械システム工学科主任教授　川上　崇　　教授
　　知能デザイン工学科主任教授　高木　　昇　教授
　　電子・情報工学科主任教授　鳥山　朋二　教授
　　生物工学科主任教授　　　　伊藤　伸哉　教授
　　環境・社会基盤工学科主任教授　渡辺　幸一　教授
　　医 薬 品 工 学 科 主 任 教 授　榊　　俊之　教授

   ●   工 学 部
　　教養教育　　　　　　　　戸田　晃一　教　授　
　　機械システム工学科　　　鈴木真由美　教　授
　　　　　　　　　　　　　　真田　和昭　教　授
　　　　　　　　　　　　　　宮島　敏郎　准教授
　　　　　　　　　　　　　　大嶋　元啓　講　師
　　電子・情報工学科　　　　中村　正樹　准教授
　　環境・社会基盤工学科　　畠　　俊郎　教　授
　　　　　　　　　　　　　　古谷　元　　准教授
　　　　　　　　　　　　　　星川　圭介　准教授
　　生物工学科　　　　　　　生城　真一　教　授
　　　　　　　　　　　　　　野村　泰治　准教授
　　医薬品工学科　　　　　　米田　英伸　教　授
　　　　　　　　　　　　　　竹井　敏　　教　授

   ●   工 学 部
　　教養教育　　　　　　　　杉山　弘晃　准教授
　　　　　　　　　　　　　　谷田　博司　准教授
　　　　　　　　　　　　　　山村　正樹　准教授
　　　　　　　　　　　　　　鈴木　浩司　准教授
　　　　　　　　　　　　　　碓井エリザベス特任講師
　　機械工学科　　　　　　　寺島　修　　講　師
　　　　　　　　　　　　　　清家　美帆　助　教
　　知能デザイン工学科　　　伊藤　聡　　准教授
　　　　　　　　　　　　　　佐保　賢志　講　師
　　　　　　　　　　　　　　森川　大輔　講　師
　　　　　　　　　　　　　　玉本　拓巳　助　教
　　電子・情報工学科　　　　奥原　浩之　教　授
　　　　　　　　　　　　　　小島　千昭　講　師
　　　　　　　　　　　　　　木下　史也　助　教
　　環境・社会基盤工学科　　脇坂　暢　　准教授
　　生物工学科　　　　　　　占部　大介　教　授
　　　　　　　　　　　　　　日比　慎　　准教授
　　　　　　　　　　　　　　大島　拓　　准教授
　　　　　　　　　　　　　　北岡　直樹　助　教
　　医薬品工学科　　　　　　河西　文武　講　師

＊平成 29 年 3 月 31 日をもって退職されました。
　長い間お疲れ様でした。
　　　
バデューチ・ドミニク　先生
　平成 8 年 4 月～平成 19 年 3 月　教養教育助教授
　平成 19 年 4 月～平成 29 年 3 月　教養教育准教授
　　　　
中村　清実　先生
　平成 4 年 4 月～　平成 11 年 3 月　知能工学科助教授
　平成 11 年 4 月～平成 29 年 3 月　知能工学科教授
　
松本　和憲　先生
　平成 2 年 4 月～平成 19 年 3 月　知能工学科助教授
　平成 19 年 4 月～平成 29 年 3 月　知能工学科准教授

読者の方 3 名に「県大セット」富山県立大
学の校章入りせんべいと、ボールペン、バッ
ジをセットにしてプレゼント。「県大セット」
希望と書いてはがきかメールで申し込んで下
さい。

プレゼント

〒 939－0398
富山県射水市黒河　富山県立大学内　「千瓢」編集部

3名様

広告掲載企業一覧

株式会社建成コンサルタント、株式会社上智、
株式会社新日本コンサルタント、株式会社立山
興産、株式会社中部設計、株式会社寺島コンサ
ルタント、株式会社婦中興業、株式会社松村精
型、心彩、三協立山株式会社、水機工業株式会
社、竹沢建設株式会社、砺波工業株式会社、富
山県農業協同組合中央会、山本理化
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安　達　真　澄 （大谷１機械）
池　上　忍　　 （大谷１機械）
野　崎　健　　 （大谷１機械）
藤　井　義　明 （大谷１機械）
笹　岡　正　保 （大谷２機械）
田　中　国　男 （大谷２機械）
中　島　知久平 （大谷２機械）
川　波　俊　夫 （大谷３機械）
神　田　哲　志 （大谷３機械）
斉　藤　徳　和 （大谷５機械）
藤　平　勝　文 （大谷５機械）
山　崎　慎　一 （大谷５機械）
北　村　芳　文 （大谷６機械）
渋　谷　静　雄 （大谷７機械）
久　湊　弘　　 （大谷７機械）
沢　井　登　　 （大谷８機械）
武　内　清　　 （大谷８機械）
得　田　好　信 （技１０機械）
榎　　　進　　 （技１２機械）
牧　野　栄　昭 （技１２機械）
浅　井　勝　史 （技１３機械）
大　畑　正　美 （技１３機械）
篠　原　秀　利 （技１３機械）
永　原　正　憲 （技１４機械）
粟　田　昇　　 （技１５機械）
中　埜　博　之 （技１５機械）
長　沢　誠　　 （技１５機械）
青　山　栄　治 （技１６機械）
飯　野　敏　雄 （技１６機械）
西　田　武　国 （技１６機械）
山　田　正　雄 （技１７機械）
田　畑　仁　　 （技１８機械）
国　谷　春　名 （技１９機械）
岩　村　純　一 （技２０機械）
沢　田　孝　　 （技２０機械）
屋　敷　一　治 （技２０機械）
高　森　義　則 （技２２機械）
柳　瀬　辰　仁 （技２２機械）
山　上　泰　彦 （技２４機械）
飯　沢　直　樹 （技２５機械）
井　澤　和　央 （技２５機械）
市　川　雄　一 （技２５機械）
高　畑　広　宣 （技２６機械）
竹　田　一　雄 （技２６機械）
田　中　敏　晴 （技２６機械）
今　城　守　　 （技２７機械）
北　本　博　之 （技２７機械）
清　水　敏　弘 （技２７機械）
高　橋　健　一 （技２７機械）
森　　　雅　人 （技２７機械）
米　田　雄　亮 （技２７機械）
大　角　将　義 （技２８機械）
米　道　貴　広 （技２８機械）
西　村　宇　裕 （技２８機械）
林　　　秀　史 （技２８機械）
湊　　　強　志 （技２８機械）
柳　浜　雄　一 （技２８機械）
大　場　信　雄 （大谷２農機）

石　黒　仭　　 （大谷３農機）
竹　田　陸　郎 （大谷３農機）
竹　鼻　義　之 （大谷３農機）
上　原　勇　　 （大谷４農機）
市　山　健　作 （大谷５農機）
金　村　諭　　 （大谷５農機）
金　子　弘　行 （大谷７農機）
西　田　正　行 （大谷７農機）
山　村　吉　夫 （大谷８農機）
山　崎　博　　 （大谷９農機）
池　井　信　正 （技１０農機）
川　村　久　則 （技１０農機）
田　中　和　彦 （技１０農機）
中　川　太　一 （技１０農機）
松　浦　茂　　 （技１０農機）
小　倉　孝　　 （技１１農機）
小　川　正　夫 （技１３農機）
加　門　進　一 （技１３農機）
小久保　優　　 （技１５農機）
才　田　永　二 （技１８農機）
村　上　善　一 （技１９農機）
岩　木　淳　司 （技２０農機）
金　子　篤　　 （技２２農機）
垣　地　昭　一 （技２３農機）
松　井　豊　　 （技２３農機）
折　谷　政　明 （技２４農機）
吉　田　栄　造 （技２４農機）
加　納　功　　 （技２５農機）
斉　藤　誠　　 （技２５農機）
長谷川　利　春 （技２５農機）
山　本　善　久 （技２５農機）
横　山　修　　 （技２７農機）
横　山　雄一郎 （技２７農機）
吉　崎　博　　 （技２７農機）
岡　本　義　典 （技２８農機）
田　村　克　巳 （技２８農機）
中　田　教　子 （大谷１応数）
堀　江　時　子 （大谷３応数）
清　水　緋奈子 （大谷４応数）
吉　田　歌　子 （大谷５応数）
ロングエド　さち子 （大谷５応数）
安　藤　やす子 （大谷６応数）
森　山　順　子 （大谷６応数）
須　田　裕　美 （大谷６応数）
斉　藤　章　子 （大谷６応数）
麻　生　正　子 （大谷６応数）
斎　田　知枝子 （大谷７応数）
川　嶋　輝　子 （大谷７応数）
竹　田　喜代子 （大谷７応数）
熊　木　恵　子 （大谷７応数）
宮　地　栄　子 （大谷７応数）
小　倉　志津子 （大谷８応数）
宇　野　順　子 （大谷８応数）
成　瀬　君　代 （大谷８応数）
中　嶋　洋　子 （大谷８応数）
宮　崎　よしの （大谷９応数）
岡　本　玲　子 （大谷９応数）
森　山　宏　子 （大谷９応数）

富　田　恵　子 （大谷９応数）
飯　島　健　治 （技１０応数）
田　中　弘　子 （技１０応数）
浦　田　由紀子 （技１０応数）
小久米　典　子 （技１０応数）
幅　田　恵　子 （技１１応数）
岩　場　百合子 （技１１応数）
三　宅　知　子 （技１１応数）
王　生　光　　 （技１２応数）
山　本　美　子 （技１２応数）
武　内　康　子 （技１４応数）
小　竹　厚　子 （技１４応数）
山　内　芳　明 （技１５応数）
荒　井　直　美 （技１６応数）
吉　村　真理子 （技１６応数）
泉　野　智　志 （技１７応数）
大　石　稔　　 （技１７応数）
中　島　万里子 （技１７応数）
野　口　千香子 （技１７応数）
常　田　慶　子 （技１８応数）
久　保　葉　子 （技１８応数）
熊　谷　潤　子 （技１８応数）
広　田　美津子 （技１８応数）
不　破　好　朗 （技１８応数）
日　吾　ゆり子 （技１８応数）
樫　井　早智子 （技１８応数）
植　田　若　葉 （技２０応数）
魚　倉　令　子 （技２１応数）
桜　井　寿　子 （技２１応数）
松　原　左　知 （技２１応数）
本　江　順　子 （技２３応数）
土　橋　聡　美 （技２３応数）
多　筥　秀　人 （技２４応数）
海　野　愛　　 （技２５応数）
高　橋　哲　仁 （技２５応数）
中　島　雄　大 （技２５応数）
野　田　智　美 （技２５応数）
山　本　孝　弘 （技２５応数）
小　林　敏　　 （技２６応数）
加　納　悦　子 （技２６応数）
長　谷　健　吾 （技２６応数）
村　上　千賀子 （技２６応数）
萬里小路弘　知 （技２６応数）
田　中　宏　和 （技２７応数）
塚　本　淳　　 （技２７応数）
三ツ山　茂　元 （技２７応数）
古　畑　正　則 （技２７応数）
大　岩　しづ子 （技２８応数）
岡　本　麻記子 （技２８応数）
渋　谷　徹　　 （技２８応数）
加　藤　綾　　 （技２８応数）
宝　田　聖　美 （技２８応数）
棚　辺　豊　　 （技２８応数）
柴　田　久美子 （技２８応数）
成　田　早　苗 （技２８応数）
西　川　加津枝 （大谷１衛工）
大　島　隼　雄 （大谷２衛工）
藤　井　千　廣 （大谷２衛工）
中　村　和　子 （大谷３衛工）
宇都宮　広　子 （大谷４衛工）
河　原　知　子 （大谷４衛工）
浦　田　恵美子 （大谷４衛工）
矢　野　幸　雄 （大谷４衛工）
浦　田　健　治 （大谷５衛工）
林　　　進　　 （大谷５衛工）
江　尻　由美子 （大谷６衛工）

日　南　明　美 （大谷６衛工）
堀　田　英　一 （大谷６衛工）
渡　辺　外美枝 （大谷６衛工）
八　木　麗　子 （大谷６衛工）
細　野　広　和 （大谷６衛工）
八　木　逸　男 （大谷６衛工）
馬　場　康　子 （大谷７衛工）
牛　木　清　　 （大谷７衛工）
午房崎　隆　　 （大谷７衛工）
高　桑　昭　　 （大谷７衛工）
鈴　木　俊　彦 （大谷８衛工）
松　下　修　　 （大谷８衛工）
柴　　　久美子 （技９衛工）
佐　伯　信　也 （技９衛工）
加　納　哲　夫 （技９衛工）
鞍　田　安　則 （技１０衛工）
武　田　竜　二 （技１０衛工）
野　口　八重子 （技１０衛工）
砂　田　光　幸 （技１１衛工）
岩　白　純　子 （技１２衛工）
庄　司　利　昭 （技１３衛工）
中　野　宏　哉 （技１３衛工）
内　山　則　子 （技１４衛工）
谷　内　賀　世 （技１４衛工）
下　田　栄　樹 （技１４衛工）
中　井　深　雪 （技１４衛工）
吉　岡　茂　明 （技１４衛工）
上　田　幸　嗣 （技１５衛工）
田　添　由　野 （技１５衛工）
畝　本　喜代美 （技１５衛工）
石　田　睦　人 （技１７衛工）
道　用　一　彦 （技１７衛工）
吉　田　勇　一 （技１９衛工）
牧　野　登志美 （技２０衛工）
林　　　睦　子 （技２０衛工）
石　黒　文　夫 （技２０衛工）
林　　　雅　代 （技２１衛工）
梅　本　乃里子 （技２１衛工）
水　林　正　弘 （技２１衛工）
鈴　木　陽　子 （技２３衛工）
谷　崎　友　香 （技２３衛工）
永　川　恵美子 （技２４衛工）
大　倉　みゆき （技２４衛工）
山　田　義　昭 （技２４衛工）
大　場　茂　　 （技２５衛工）
小　泉　豊　　 （技２５衛工）
小　西　和　孝 （技２５衛工）
川　口　真　市 （技２６衛工）
山　上　智　子 （技２６衛工）
桜　木　忠　和 （技２７衛工）
今　井　健　二 （技２７衛工）
本　瀬　泰　二 （大谷１草農）
金　井　彦　一 （大谷４草農）
高　柳　誠　　 （大谷４草農）
東　　　勇治郎 （大谷４草農）
塚　田　修　一 （大谷５草農）
松　井　久　重 （大谷５草農）
井　澤　政　三 （大谷６草農）
北　井　新　一 （大谷６草農）
大　門　武　雄 （大谷６草農）
寺　崎　登　　 （大谷６草農）
鵜　野　明　男 （大谷７草農）
近　藤　達　夫 （大谷７草農）
今　井　勝　詞 （大谷８草農）
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古　井　静　也 （大谷８草農）
桃　井　泰　昌 （大谷８草農）
山　本　富　晴 （大谷８草農）
武　部　京　子 （大谷８草農）
永　守　則　一 （技９草農）
太　田　康　寛 （技１０草農）
田　村　裕　　 （技１０草農）
寺　尾　義　隆 （技１０草農）
中　村　充　　 （技１０草農）
池　田　大三郎 （技１１草農）
山　下　厚　子 （技１２草農）
大　畑　昭　子 （技１２草農）
青　木　伸　彦 （技１２草農）
小　路　文　博 （技１２草農）
西　本　諭　　 （技１３草農）
廣　田　美　雪 （技１４草農）
米　山　史　晃 （技１４草農）
山　本　功美恵 （技１６草農）
中　尾　美紀子 （技１６草農）
本　郷　明　子 （技１７草農）
片　原　辰　夫 （技１８農学）
北　角　年　之 （技２０農学）
高　越　雅　和 （技２１農学）
鎌　仲　美由紀 （技２１農学）
多　賀　淑　子 （技２２農学）
近　藤　健　一 （技２２農学）
新　名　輝　彦 （技２２農学）
松　田　千恵子 （技２３農学）
岡　田　恵　美 （技２４農学）
清　水　史　枝 （技２４農学）
舘　　　哲　也 （技２４農学）
鎌　倉　裕　子 （技２５農学）
杉　田　英　俊 （技２５農学）
西　村　俊　宏 （技２５農学）
尾　崎　平　　 （技２６農学）
池　畑　智　子 （技２６農学）
上　保　里　子 （技２６農学）
右　井　博　幸 （技２６農学）
若　井　幸　一 （技２６農学）
金　子　貢　　 （技２７農学）
島　崎　百　合 （技２７農学）
横　山　正　幸 （技２７農学）
増　山　稔　　 （技３農土）
安　藤　均　　 （技３農土）
柴　田　民　吉 （技４農土）
清　水　敏　一 （技４農土）
曾　原　幸　二 （技５農土）
井　手　祥太郎 （技６農土）
福　富　正　実 （技６農土）
村　上　正　　 （技６農土）
竹　山　誠　　 （技７農土）
川　田　温　　 （技８農土）
蛯　谷　朱　子 （技８農土）
矢　田　由起美 （技８農土）
池　田　克　司 （技９農土）
岡　田　安　平 （技９農土）
牧　野　常　信 （技９農土）
金　子　和　人 （技１２農土）
黒　田　研　治 （技１３農土）
谷　筋　真　琴 （技１３農土）
中　野　貞　治 （技１４農土）
高　濱　美　樹 （技１４農土）
与三井　満　浩 （技１４農土）
小　室　英　二 （技１５農土）
向　井　昌　　 （技１５農土）
赤　穂　俊　彦 （技１７農土）

吉　田　太　一 （技１７農土）
宮　崎　雅　仁 （技１８農土）
西　川　栄　治 （技１９農土）
川　上　浩　史 （技２０農土）
川　上　裕　史 （技２０農土）
広　田　彰　良 （技２０農土）
柳　川　浩　二 （技２０農土）
勇　崎　博　志 （技２０農土）
荒　尾　由紀子 （短１生物）
後　藤　さおり （短１生物）
堀　岡　美　奈 （短１生物）
坂　上　美　樹 （短１生物）
湯　島　香桜里 （短１生物）
高　山　望　美 （短２生物）
筒　井　敏　文 （短２生物）
外　山　雅　文 （短２生物）
明　　　めぐみ （短２生物）
飯　野　勉　　 （短３生物）
末　弘　百合子 （短４生物）
田　中　陽　子 （短４生物）
堀　岡　昌　美 （短４生物）
明　和　裕　二 （短４生物）
柴　　　雅　恵 （短５生物）
福　井　昌　代 （短５生物）
山　田　美智子 （短５生物）
村　松　智　子 （短６生物）
山　藤　稔　之 （短６生物）
志津野　雅　美 （短６生物）
新　井　幸　子 （短７生物）
竹　市　史　子 （短７生物）
田　口　弥　栄 （短７生物）
谷　口　久美子 （短７生物）
三　川　悦　子 （短７生物）
伊　藤　由美子 （短９生物）
長　廻　志貴子 （短９生物）
久　木　友　子 （短９生物）
別　島　奈　美 （短９生物）
本　多　陽　子 （短９生物）
坂　木　玲　子 （短１０生物）
白　石　みゆき （短１０生物）
林　　　千　裕 （短１０生物）
工　藤　綾　子 （短１１生物）
三　室　美　穂 （短１１生物）
西　村　範　博 （短１１生物）
見　浦　悠里子 （短１１生物）
山　元　克　俊 （短１１生物）
内　沢　倫　和 （短１２生物）
林　　　優　美 （短１２生物）
清　水　沙　織 （短１２生物）
松　山　明　子 （短１２生物）
山　下　幸　穂 （短１２生物）
浦　野　典　子 （短１２生物）
吉　田　涼　　 （短１２生物）
大　井　みのり （短１３生物）
大　野　喜美恵 （短１３生物）
金　子　真　実 （短１３生物）
木藤良　修　子 （短１３生物）
鈴　木　雅　之 （短１３生物）
武　田　尚　子 （短１３生物）
梅　崎　裕次郎 （短１４生物）
篠　田　祐　司 （短１４生物）
藤　瀬　万里絵 （短１４生物）
古　井　多　恵 （短１４生物）
古　川　加奈子 （短１４生物）
松　井　快　哲 （短１４生物）
河　合　翔　馬 （短１５生物）

高　田　周　作 （短１５生物）
平　岡　千　穂 （短１５生物）
馬　田　寛　子 （短１６生物）
篠　原　冴　子 （短１６生物）
林　　　健　造 （短１土木）
樋　口　孝　昭 （短１土木）
一　家　真由美 （短２土木）
北　村　和　康 （短２土木）
佐　伯　淳　　 （短２土木）
桜　井　辰　生 （短２土木）
梨　木　裕　　 （短２土木）
板　垣　仁　志 （短５土木）
桑　原　洋　　 （短５土木）
田　村　悟　志 （短５土木）
野　村　勝　　 （短５土木）
荒　木　雅　代 （短８土木）
島　田　和　典 （短８土木）
竹　中　妙　子 （短８土木）
由　川　雅　夫 （短８土木）
岩　田　聖　子 （短９土木）
谷　口　好　美 （短９土木）
家　島　章　旨 （短１０土木）
加　藤　紗都子 （短１１土木）
小　林　加　奈 （短１１土木）
余　川　弘　一 （短１１土木）
中　　　裕　司 （短１２土木）
福　永　慶　佑 （短１３土木）
横　川　冴　子 （短１３土木）
小　林　勝　人 （短１環境）
台　本　和　義 （短１環境）
野　村　明　宏 （短１環境）
山　地　廣　明 （短１環境）
藤　田　和　恵 （短２環境）
中　山　純　　 （短２環境）
小　西　好　美 （短２環境）
小　中　真　理 （短３環境）
小　森　かおり （短３環境）
小　林　規　子 （短４環境）
安　東　美　和 （短５環境）
木　場　千賀子 （短５環境）
小　山　真　理 （短５環境）
柴　崎　奈　美 （短５環境）
藤　根　優香子 （短５環境）
四　方　政　樹 （短６環境）
高　瀬　祐　希 （短６環境）
垣　地　めぐみ （短６環境）
山　本　美　紀 （短６環境）
杉　山　友佳子 （短７環境）
小佐々　孝　子 （短８環境）
森　永　加奈子 （短８環境）
田　中　小耶子 （短９環境）
徳　岡　咲　子 （短９環境）
和　田　由香里 （短９環境）
吉　田　昌　史 （短１０環境）
奥　井　雅　子 （短１０環境）
山　上　勝　信 （短１０環境）
大　崎　由紀子 （短１１環境）
二ノ宮　孝　章 （短１１環境）
古　本　陽　子 （短１１環境）
宮　﨑　徳　明 （短１１環境）
田　嶋　牧　子 （短１２環境）
原　田　美　穂 （短１２環境）
明　野　真希子 （短１３環境）
吉　田　有　良 （短１３環境）
須　加　清　智 （短１４環境）
中　林　千紗都 （短１４環境）

安　田　優　子 （短１４環境）
木戸屋　昌　亨 （短１５環境）
石　井　南　　 （短１６環境）
大　畑　真　理 （短１６環境）
金　山　嘉　文 （短１６環境）
小　林　理　美 （短１６環境）
中　島　由　理 （短１６環境）
平　澤　勇　樹 （短１６環境）
根木村　里　子 （短１７環境）
松　本　剛　　 （短１７環境）
米　谷　雄太郎 （短１８環境）
藤　瀬　絵　理 （短１８環境）
松　岡　志　温 （短１９環境）
今　井　豊　彦 （専１生物）
西　谷　佳七子 （専１生物）
門　脇　如　美 （専３生物）
金　子　真　実 （専７生物）
杉　山　友佳子 （専１環境）
竹　中　妙　子 （専２環境）
家　島　章　旨 （専４環境）
押　川　裕　太 （専６環境）
名　取　千　晶 （専６環境）
大　倉　透　　 （大 1994 機械）
小　倉　功　才 （大 1994 機械）
河　野　義　彦 （大 1994 機械）
飛　山　哲　一 （大 1994 機械）
松　井　秀　一 （大 1994 機械）
宮　本　博　之 （大 1994 機械）
柳　原　孝　紀 （大 1994 機械）
山　本　隆　治 （大 1994 機械）
奥　野　裕　明 （大 1995 機械）
北　川　拓　也 （大 1995 機械）
熊　谷　泰　宏 （大 1995 機械）
福　田　直　也 （大 1995 機械）
宮　田　智　　 （大 1995 機械）
岡　本　豊　誠 （大 1996 機械）
小　林　雄　二 （大 1996 機械）
五　本　一　史 （大 1996 機械）
塩　谷　剛　史 （大 1996 機械）
柴　田　邦　博 （大 1996 機械）
中　川　和　樹 （大 1996 機械）
中　島　幸　司 （大 1996 機械）
中　根　浩　　 （大 1996 機械）
松　本　達　雄 （大 1996 機械）
水　野　裕　志 （大 1996 機械）
吉　村　了　　 （大 1996 機械）
奥　野　弘　明 （大 1997 機械）
金　子　仁　　 （大 1997 機械）
小　柳　博　司 （大 1997 機械）
坂　林　誠　二 （大 1997 機械）
中　元　直　史 （大 1997 機械）
名　畑　太　　 （大 1997 機械）
西　　　善　則 （大 1997 機械）
三　宅　俊　光 （大 1997 機械）
山　﨑　直　樹 （大 1997 機械）
結　城　聖　慈 （大 1997 機械）
赤　石　裕　美 （大 1998 機械）
朝　倉　英　樹 （大 1998 機械）
大　谷　将　鋭 （大 1998 機械）
金　木　真　悟 （大 1998 機械）
川　出　昇　　 （大 1998 機械）
栗　本　篤　　 （大 1998 機械）
黒　川　智　且 （大 1998 機械）
纐　纈　芳　隆 （大 1998 機械）
小須田　高　志 （大 1998 機械）
佐　藤　由　規 （大 1998 機械）
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柴　田　洋　二 （大 1998 機械）
下　村　幸　司 （大 1998 機械）
諏　訪　博　之 （大 1998 機械）
高　田　輝　之 （大 1998 機械）
鍋　島　聡　　 （大 1998 機械）
則　武　良　美 （大 1998 機械）
平　山　和　弘 （大 1998 機械）
丸　山　臣　卓 （大 1998 機械）
山　田　尚　俊 （大 1998 機械）
山　田　浩　史 （大 1998 機械）
渡　邊　一　雄 （大 1998 機械）
高　木　謙太郎 （大 1998 機械）
上　野　修　　 （大 1999 機械）
金　森　拓　　 （大 1999 機械）
佐　藤　元　哉 （大 1999 機械）
鈴　木　幹　土 （大 1999 機械）
竹　下　直　宏 （大 1999 機械）
西　中　友　浩 （大 1999 機械）
宮　川　玄　希 （大 1999 機械）
室　谷　武　　 （大 1999 機械）
山　本　博　久 （大 1999 機械）
米　田　純一郎 （大 1999 機械）
辻　　　邦　夫 （大 1999 機械）
青　井　俊　朗 （大 2000 機械）
浅　田　博　志 （大 2000 機械）
小　田　徹　志 （大 2000 機械）
栗　山　拓　也 （大 2000 機械）
佐々木　隆　宏 （大 2000 機械）
高　橋　大　祐 （大 2000 機械）
高　橋　紀　子 （大 2000 機械）
竹　腰　敏　乙 （大 2000 機械）
寺　島　幸　司 （大 2000 機械）
新　居　敦　　 （大 2000 機械）
八　川　佳　平 （大 2000 機械）
安　達　明知宏 （大 2001 機械）
市　井　利　明 （大 2001 機械）
岡　村　仁　　 （大 2001 機械）
葛　原　康　之 （大 2001 機械）
藤　谷　里　香 （大 2001 機械）
山　崎　浩　平 （大 2001 機械）
井　下　僚　臣 （大 2002 機械）
伊　藤　勇　二 （大 2002 機械）
上　田　覚　児 （大 2002 機械）
須　加　淳　一 （大 2002 機械）
寺　岡　伸　也 （大 2002 機械）
野　村　英　明 （大 2002 機械）
檜　山　達　也 （大 2002 機械）
広　居　忠　喜 （大 2002 機械）
三　牧　弘　明 （大 2002 機械）
村　上　渉　　 （大 2002 機械）
伊　原　康　浩 （大 2003 機械）
尾　関　祐　樹 （大 2003 機械）
酒　井　豊　人 （大 2003 機械）
谷　山　宏　次 （大 2003 機械）
中　村　聡　　 （大 2003 機械）
長　島　仁　宏 （大 2003 機械）
新　村　亮　一 （大 2003 機械）
林　　　寛　之 （大 2003 機械）
平　池　哲　哉 （大 2003 機械）
宮　崎　千　佳 （大 2003 機械）
宮　森　弘　隆 （大 2003 機械）
森　岡　聖　　 （大 2003 機械）
山　崎　立　人 （大 2003 機械）
河　野　圭　亮 （大 2004 機械）
北　出　智　弘 （大 2004 機械）
近　藤　泰　裕 （大 2004 機械）

田　嶋　英　一 （大 2004 機械）
田　村　正　和 （大 2004 機械）
西　谷　一　光 （大 2004 機械）
北　荘　賢　　 （大 2004 機械）
山　下　健　一 （大 2004 機械）
青　山　太　郎 （大 2005 機械）
赤　塚　雄　宇 （大 2005 機械）
鵜　飼　孝　史 （大 2005 機械）
江　口　喬　久 （大 2005 機械）
越前谷　伸　司 （大 2005 機械）
奥　堂　美　歩 （大 2005 機械）
桶　本　充　悠 （大 2005 機械）
倉　谷　玲伊子 （大 2005 機械）
笹　本　健　司 （大 2005 機械）
橋　本　篤　德 （大 2005 機械）
堀　内　学　　 （大 2005 機械）
野　田　貴　裕 （大 2006 機械）
今　西　清　剛 （大 2006 機械）
仮　谷　徹　　 （大 2006 機械）
谷　原　俊　介 （大 2006 機械）
林　　　修　司 （大 2006 機械）
吉　野　浩　司 （大 2006 機械）
原　田　卓　　 （大 2007 機械）
西　垣　翔　輔 （大 2007 機械）
深　谷　倫　也 （大 2007 機械）
明　地　伸　悟 （大 2007 機械）
金　　　永　進 （大 2008 機械）
楠　　　翔　旭 （大 2008 機械）
西　本　剛　　 （大 2008 機械）
任　　　志　宇 （大 2008 機械）
水　野　貴　文 （大 2008 機械）
井　手　晋　平 （大 2009 機械）
辻　　　幸一郎 （大 2009 機械）
坂　部　淳　一 （大 2009 機械）
相　田　潤　平 （大 2009 機械）
砂　山　裕　俊 （大 2009 機械）
中　野　慎　吾 （大 2009 機械）
中　山　覚　充 （大 2009 機械）
平　野　友　　 （大 2009 機械）
水　谷　光　希 （大 2009 機械）
佐　賀　勇　基 （大 2010 機械）
竹　内　聖　治 （大 2010 機械）
川　坂　亮　太 （大 2011 機械）
小　牧　修　　 （大 2011 機械）
戸　田　修　平 （大 2011 機械）
森　田　一　彰 （大 2011 機械）
荒　垣　貴　之 （大 2012 機械）
西　村　興　一 （大 2012 機械）
丹　羽　良太郎 （大 2012 機械）
麻　生　大　司 （大 2013 機械）
武　藤　貴　哉 （大 2013 機械）
高　橋　諒　　 （大 2013 機械）
水　野　雄　太 （大 2013 機械）
勝　田　智　大 （大 2013 機械）
奥　道　恵　美 （大 1994 電子）
杉　山　博　史 （大 1994 電子）
渡　邉　寛　章 （大 1994 電子）
大　畑　貴　光 （大 1995 電子）
佐　伯　厚　志 （大 1995 電子）
高　柳　学　　 （大 1995 電子）
皆　川　知　也 （大 1995 電子）
生　地　茂　樹 （大 1996 電子）
加　藤　聡　　 （大 1996 電子）
加　門　浩　次 （大 1996 電子）
柴　田　康　之 （大 1996 電子）
砂　田　紀　和 （大 1996 電子）

武　部　英　明 （大 1996 電子）
土　木　貴　詞 （大 1996 電子）
野　村　麻　子 （大 1996 電子）
深　澤　祟　宏 （大 1996 電子）
吉　本　順　一 （大 1996 電子）
渡　辺　司　郎 （大 1996 電子）
池　田　昌　弘 （大 1997 電子）
上　田　実　　 （大 1997 電子）
牛　越　佳　典 （大 1997 電子）
大　嶋　浩　幹 （大 1997 電子）
鈴　木　康二郎 （大 1997 電子）
永　井　亮　一 （大 1997 電子）
名　倉　伸　行 （大 1997 電子）
松　岡　正　孝 （大 1997 電子）
山　本　雅　之 （大 1997 電子）
福　田　崇　雄 （大 1997 電子）
藤　浪　公　一 （大 1997 電子）
伊　東　祐　二 （大 1998 電子）
井　上　照　康 （大 1998 電子）
上　島　昌　典 （大 1998 電子）
内　田　正　人 （大 1998 電子）
浦　林　拓　也 （大 1998 電子）
大　重　稔　　 （大 1998 電子）
神　林　寛　　 （大 1998 電子）
菅　田　宗　克 （大 1998 電子）
杉　山　秀　和 （大 1998 電子）
東　井　稔　　 （大 1998 電子）
大　井　健　史 （大 1999 電子）
大　迫　館　行 （大 1999 電子）
大　坪　貴　幸 （大 1999 電子）
岡　野　敏　也 （大 1999 電子）
尾　塩　和　亮 （大 1999 電子）
加　藤　純　　 （大 1999 電子）
高　橋　理　恵 （大 1999 電子）
竹　内　久　彦 （大 1999 電子）
西　山　崇　博 （大 1999 電子）
山　口　高　広 （大 1999 電子）
小　林　修　平 （大 2000 電子）
竹　内　宏　誠 （大 2000 電子）
寺　田　智　大 （大 2000 電子）
中　田　香　　 （大 2000 電子）
中　山　貴　義 （大 2000 電子）
野　村　貞　輔 （大 2000 電子）
前　田　陽　平 （大 2000 電子）
増　田　耕　平 （大 2000 電子）
松　井　奈　緒 （大 2000 電子）
寺　崎　宏　美 （大 2000 電子）
渡　部　忠　司 （大 2000 電子）
稲　本　貴　也 （大 2001 電子）
氏　家　真理子 （大 2001 電子）
北　嶋　隆　了 （大 2001 電子）
堀　井　雅　俊 （大 2001 電子）
伊　東　誠　　 （大 2002 電子）
黒　田　裕　也 （大 2002 電子）
清　水　彰　人 （大 2002 電子）
田　中　優　貴 （大 2002 電子）
知　野　明　裕 （大 2002 電子）
辻　　　慎　一 （大 2002 電子）
宮　崎　和　弥 （大 2002 電子）
山　口　裕　己 （大 2002 電子）
奥　野　知稼子 （大 2003 電子）
岩　本　健　二 （大 2003 電子）
大　原　寿　規 （大 2003 電子）
岡　　　慎　也 （大 2003 電子）
上　出　寿　彦 （大 2003 電子）
前　田　陽　亮 （大 2003 電子）

有　田　聡　　 （大 2004 電子）
市　丸　和　樹 （大 2004 電子）
大　木　格　司 （大 2004 電子）
小　林　聡　人 （大 2004 電子）
竹　内　啓　晃 （大 2004 電子）
中　新　浩　志 （大 2004 電子）
波　岡　聡　志 （大 2004 電子）
上　野　紗　織 （大 2004 電子）
林　　　恭　平 （大 2004 電子）
藤　田　大　　 （大 2004 電子）
前　田　智　志 （大 2004 電子）
両　角　佳　典 （大 2004 電子）
荒　井　佐　和 （大 2005 電子）
井　原　正　和 （大 2005 電子）
浦　野　暁　江 （大 2005 電子）
川　畠　英　明 （大 2005 電子）
京　井　真　之 （大 2005 電子）
桐　田　満　　 （大 2005 電子）
笹　本　和　希 （大 2005 電子）
中　山　研　二 （大 2005 電子）
納　村　憲　一 （大 2005 電子）
乘　松　良　樹 （大 2005 電子）
橋　本　聡　　 （大 2005 電子）
弘　﨑　真　帆 （大 2005 電子）
松　田　桂　太 （大 2005 電子）
水　谷　恭　成 （大 2006 電子）
松　永　登志光 （大 2006 電子）
池　田　広　大 （大 2006 電子）
池　田　悠　介 （大 2007 電子）
鬼　頭　美　貴 （大 2007 電子）
菰　原　慎太郎 （大 2007 電子）
杉　山　太　基 （大 2007 電子）
竹　内　敬　典 （大 2007 電子）
林　　　丈　史 （大 2007 電子）
古　谷　聡　志 （大 2008 電子）
鈴　木　将　記 （大 2008 電子）
平　井　克　彦 （大 2008 電子）
古　谷　茂　夫 （大 2008 電子）
見　津　輝　聖 （大 2008 電子）
山　本　邦　弘 （大 2008 電子）
渡　邉　達　郎 （大 2008 電子）
毛　見　迪　博 （大 2009 電子）
後藤田　健　一 （大 2009 電子）
小　竹　宏　樹 （大 2009 電子）
野　原　尚　人 （大 2009 電子）
梁　　　鵬　　 （大 2009 電子）
木　田　成　優 （大 2009 電子）
高　橋　拓　也 （大 2009 電子）
田　島　佑　輔 （大 2009 電子）
陳　　　峰　　 （大 2009 電子）
羽　根　靖　恵 （大 2009 電子）
兵　後　亮　輔 （大 2009 電子）
松　井　優　　 （大 2009 電子）
孟　　　繁　輝 （大 2009 電子）
吉　村　和　真 （大 2009 電子）
重　見　竜　作 （大 2010 生物）
新　川　雄　志 （大 2011 生物）
黒　川　優香里 （大 2011 生物）
野　中　由　香 （大 2011 生物）
川　上　祥　平 （大 2012 生物）
高　橋　菜　々 （大 2012 生物）
花　房　知　朗 （大 2012 生物）
藤　原　翔　一 （大 2012 生物）
細　川　智　香 （大 2012 生物）

次ページにつづく



－ 16 －

松　尾　実　季 （大 2012 生物）
上　野　千　来 （大 2013 生物）
宇佐見　有　加 （大 2013 生物）
川　村　美　香 （大 2013 生物）
北　川　慎　二 （大 2013 生物）
北　山　晃　太 （大 2013 生物）
佐　藤　直　人 （大 2013 生物）
武　村　思　音 （大 2013 生物）
岩　田　知　沙 （大 2013 生物）
萩　原　裕　　 （大 2013 生物）
朴　木　佳　那 （大 2013 生物）
井　阪　希　　 （大 2014 生物）
松　岡　徳　男 （大 2014 生物）
池　田　哲　也 （大 2011 知能）
内　藤　千　裕 （大 2011 知能）
平　井　達　也 （大 2011 知能）
北　山　彩　佳 （大 2012 知能）
園　田　崇　人 （大 2012 知能）
塚　本　純　一 （大 2012 知能）
村　上　麻衣子 （大 2012 知能）
加　藤　幸　弘 （大 2013 知能）
石　黒　基　顕 （大 2013 知能）
田　中　薫　　 （大 2013 知能）
西　井　健　作 （大 2013 知能）
林　　　慶　介 （大 2013 知能）
森　松　祐太朗 （大 2013 知能）
清　野　太　陽 （大 2014 知能）
油　谷　亜利沙 （大 2012 情報）
中　島　豊　　 （大 2012 情報）
山　本　拓　哉 （大 2013 情報）
松　村　徳　紀 （大 2013 情報）
鈴　木　将　吾 （大 2013 情報）
藤　田　雅　人 （大 2013 情報）
森　田　隆　昭 （大 2013 情報）
伊　藤　啓　介 （大 2013 情報）
打　越　大　成 （大 2013 情報）
郭　　　艶　嬌 （大 2013 情報）
塩　月　寿　　 （大 2013 情報）
坪　井　奎　典 （大 2013 情報）
中　山　泰　紀 （大 2013 情報）
藤　村　明日香 （大 2013 情報）
山　室　武　士 （大 2013 情報）
板　津　靖　之 （大 2013 環境）
大　野　宏　樹 （大 2013 環境）
渋　谷　洋　平 （大 2013 環境）
清　水　勝　利 （大 2013 環境）
巽　　　健　二 （大 2013 環境）
中　野　翔　　 （大 2013 環境）
長谷川　慶　輔 （大 2013 環境）
長谷川　正　利 （大 2013 環境）
本　山　亜友里 （大 2013 環境）
牟　田　庄　吾 （大 2014 環境）
佐　藤　博　　 （院前 1996 機械）
中　村　健　一 （院前 1996 機械）
暮　石　光　浩 （院前 1997 機械）
小　林　宏　　 （院前 1998 機械）
鈴　木　秀　知 （院前 1998 機械）
南　保　賢　　 （院前 1998 機械）
初　見　浩　之 （院前 1998 機械）
本　田　朋　寛 （院前 1998 機械）
髙　柳　光　弘 （院前 1999 機械）
瀧　本　勝　英 （院前 1999 機械）
張　　　国　学 （院前 1999 機械）
植　原　悟　之 （院前 2000 機械）
劉　　　波　　 （院前 2000 機械）
大河内　宏　紀 （院前 2001 機械）

小　川　洋　行 （院前 2001 機械）
土　田　優　子 （院前 2001 機械）
濱　出　研　介 （院前 2001 機械）
周　　　浩　　 （院前 2002 機械）
高　橋　清　久 （院前 2002 機械）
林　　　英　信 （院前 2002 機械）
福　田　卓　　 （院前 2002 機械）
河　村　一　成 （院前 2003 機械）
小　西　慶　明 （院前 2003 機械）
董　　　居　清 （院前 2003 機械）
中　山　勝　之 （院前 2003 機械）
山　下　剛　　 （院前 2003 機械）
金　　　仁　国 （院前 2004 機械）
藤　村　英　文 （院前 2004 機械）
林　　　玲　実 （院前 2004 機械）
長　島　仁　宏 （院前 2005 機械）
村　上　賀　信 （院前 2005 機械）
石　田　英　　 （院前 2007 機械）
江　口　喬　久 （院前 2007 機械）
大　杉　剛　　 （院前 2007 機械）
小　牧　宏　史 （院前 2007 機械）
土　井　滋　　 （院前 2007 機械）
堀　内　学　　 （院前 2007 機械）
中　野　裕　文 （院前 2008 機械）
山　内　寿　晃 （院前 2008 機械）
永　田　義　和 （院前 2011 機械）
堀　　　竜　洋 （院前 2011 機械）
伊　藤　正　隆 （院前 2012 機械）
伊　藤　英　樹 （院前 2014 機械）
竹　内　慎　二 （院前 2014 機械）
堀　池　駿　　 （院前 2014 機械）
孟　　　繁　星 （院前 2014 機械）
川　上　貴　　 （院前 1996 電子）
糀　谷　耕　作 （院前 1996 電子）
中　澤　和　博 （院前 1996 電子）
梅　原　加寿也 （院前 1998 電子）
木　下　智　樹 （院前 1998 電子）
林　　　亨　　 （院前 1998 電子）
宮　下　研　也 （院前 1998 電子）
山　本　真佐史 （院前 1998 電子）
石　黒　智　則 （院前 1999 電子）
先　間　宏　行 （院前 1999 電子）
辻　　　智　弘 （院前 1999 電子）
楊　　　楊　　 （院前 1999 電子）
河　原　一　敏 （院前 2000 電子）
中　澤　透　　 （院前 2000 電子）
藤　井　直　孝 （院前 2000 電子）
佐　武　慎　介 （院前 2001 電子）
芝　田　岳　洋 （院前 2001 電子）
柳　田　洋　邦 （院前 2001 電子）
劉　　　萍　　 （院前 2001 電子）
張　　　青　　 （院前 2002 電子）
畢　　　衛　星 （院前 2002 電子）
深　川　岳　彦 （院前 2002 電子）
舟　田　真　理 （院前 2002 電子）
三　浦　健太郎 （院前 2002 電子）
山　﨑　守　　 （院前 2002 電子）
山　本　祐　介 （院前 2002 電子）
今　井　崇　　 （院前 2003 電子）
舟　川　剛　夫 （院前 2003 電子）
宮　田　充　　 （院前 2003 電子）
川　尻　尚　宏 （院前 2004 電子）
清　水　彰　人 （院前 2004 電子）
知　野　明　裕 （院前 2004 電子）
森　　　大　輔 （院前 2004 電子）
海　保　穏　宏 （院前 2005 電子）

韓　　　基　良 （院前 2005 電子）
熊　谷　剛　志 （院前 2005 電子）
髙　田　征　宏 （院前 2005 電子）
寺　下　真理子 （院前 2005 電子）
中　河　泰　済 （院前 2005 電子）
前　田　英　樹 （院前 2005 電子）
有　田　聡　　 （院前 2006 電子）
市　丸　和　樹 （院前 2006 電子）
大　木　格　司 （院前 2006 電子）
小　林　聡　人 （院前 2006 電子）
榊　原　和　広 （院前 2006 電子）
佐々木　浩　　 （院前 2006 電子）
中　野　聡　　 （院前 2006 電子）
波　岡　聡　志 （院前 2006 電子）
石　川　剛　道 （院前 2007 電子）
藤　岡　真　士 （院前 2007 電子）
山　元　修　司 （院前 2007 電子）
平　本　文　隆 （院前 1998 生物）
深　澤　正　幸 （院前 1998 生物）
藤　原　勲　　 （院前 1998 生物）
津　田　孝　志 （院前 1999 生物）
水　口　直　之 （院前 1999 生物）
元　平　佳　作 （院前 1999 生物）
落　合　淳　　 （院前 2000 生物）
工　藤　成　史 （院前 2000 生物）
鷲　家　真　吾 （院前 2000 生物）
石　川　直　愛 （院前 2001 生物）
入　佐　史　郎 （院前 2001 生物）
久　留　智　美 （院前 2001 生物）
西　谷　佳七子 （院前 2002 生物）
林　　　豊　　 （院前 2004 生物）
劉　　　遠　　 （院前 2004 生物）
小　畑　貴　正 （院前 2005 生物）
川　岸　貴　博 （院前 2005 生物）
大　木　慎　也 （院前 2008 生物）
茂　木　司　　 （院前 2008 生物）
山　下　成　淋 （院前 2013 生物）
大　下　雅　人 （院前 2008 知能）
柏　原　健　朗 （院前 2008 知能）
小　路　渉　　 （院前 2008 知能）
竹　内　敬　典 （院前 2009 知能）
趙　　　亮　　 （院前 2009 知能）
丁　　　涛　　 （院前 2009 知能）
竹　岸　一　彦 （院前 2010 知能）
白　　　杉　　 （院前 2010 知能）
吉　川　武　尚 （院前 2010 知能）
石　岡　敬　浩 （院前 2011 知能）
陳　　　峰　　 （院前 2011 知能）
温　　　遇　卿 （院前 2012 知能）
松　本　一　秀 （院前 2012 知能）
遠　藤　彰　　 （院前 2013 知能）
内　藤　千　裕 （院前 2013 知能）
長　屋　竜　治 （院前 2013 知能）
呂　　　涛　　 （院前 2014 知能）
松　田　隆　祐 （院前 2008 情報）
江　守　崇　　 （院前 2009 情報）
石　野　優　貴 （院前 2010 情報）
市　川　正　貴 （院前 2010 情報）
野　原　慎　吾 （院前 2011 情報）
松　井　優　　 （院前 2011 情報）
山　本　哲　也 （院前 2012 情報）
尾　﨑　大　輔 （院前 2013 情報）
金　子　純　一 （院前 2013 情報）
柴　垣　篤　志 （院前 2013 情報）
須　田　康　介 （院前 2013 情報）
小　谷　正　直 （院後 1999 機械）

潘　　　裕　柏 （院後 1999 機械）
張　　　蓉　生 （院後 2001 機械）
村　井　勉　　 （院後 2003 機械）
大　坪　克　俊 （院後 2005 機械）
矢　澤　和　明 （院後 2006 機械）
曹　　　宇　光 （院後 2006 機械）
荒　木　邦　成 （院後 2009 機械）
福　江　高　志 （院後 2012 機械）
王　　　文　生 （院後 2000 電子）
張　　　帆　　 （院後 2006 電子）
李　　　松　松 （院後 2006 電子）
大　沢　登　　 （院後 2002 生物）
宮　永　賢　　 （院後 2010 生物）
磯　谷　健太郎 （院後 2013 生物）
巌　　　康　　 （院後 2009 知能）
坂　井　雄　一 （院後 2009 知能）
王　　　芳　芳 （院後 2011 知能）
鈴　木　伸　哉 （院後 2011 知能）
呂　　　軍　華 （院後 2011 知能）
菅　原　保　　 （論文 2000）
青　木　功　介 （論文 2010）
漆　野　奈穂子 （論文 2010）
石　井　淳　哉 （論文 2011）
吉　良　郁　夫 （論文 2011）
朝　子　弘　之 （論文 2011）
中　山　勝　之 （論文 2012）
内　橋　伸　介 （論文 2013）
安　田　佳　織 （論文 2013）
北　谷　美智恵 （専１８応数）
大　村　拓　也 （大 2015 機械）
佐　野　純　也 （大 2015 機械）
東　野　将　吾 （大 2015 機械）
加　門　智　　 （大 2015 機械）
鈴　木　敬　介 （大 2015 機械）
須　田　紘　成 （大 2015 機械）
髙　岡　裕　人 （大 2015 機械）
藤　野　友　也 （大 2015 機械）
古　川　晃　平 （大 2015 機械）
邉　見　隆　洋 （大 2015 機械）
松　本　翼　　 （大 2015 機械）
宮　﨑　貴　之 （大 2015 機械）
村　上　雄　哉 （大 2015 機械）
元　山　克　也 （大 2015 機械）
森　岡　祐　亮 （大 2015 機械）
山　田　陽　司 （大 2015 機械）
渡　邊　了　太 （大 2015 機械）
青　島　和　音 （大 2015 生物）
朝　日　孝　行 （大 2015 生物）
池　端　裕　貴 （大 2015 生物）
石　川　愛理沙 （大 2015 生物）
石　田　さやか （大 2015 生物）
岩　﨑　春　香 （大 2015 生物）
上　野　千　明 （大 2015 生物）
菅　原　梢　　 （大 2015 生物）
杉　村　奈津希 （大 2015 生物）
高　平　梨　可 （大 2015 生物）
田　代　菜　緒 （大 2015 生物）
遠　山　枝　李 （大 2015 生物）
野　尻　茜　　 （大 2015 生物）
架　田　貴　美 （大 2015 生物）
藤　本　圭　　 （大 2015 生物）
三　由　美都季 （大 2015 生物）
山　下　萌　笑 （大 2015 生物）
山　田　亜矢子 （大 2015 生物）
吉　岡　千　尋 （大 2015 生物）
若　杉　実　咲 （大 2015 生物）
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前　田　直　樹 （大 2015 知能）
奥　村　雅　敏 （大 2015 知能）
栗　田　春　菜 （大 2015 知能）
小　林　正　和 （大 2015 知能）
佐々木　勇　翔 （大 2015 知能）
佐　藤　武　　 （大 2015 知能）
鈴　木　祐二郎 （大 2015 知能）
野　嶋　優　冬 （大 2015 知能）
林　　　薫　和 （大 2015 知能）
古　田　有　紀 （大 2015 知能）
細　川　璃　香 （大 2015 知能）
森　田　悠　生 （大 2015 知能）
芳　村　圭　祐 （大 2015 知能）
若　林　優　也 （大 2015 知能）
古　田　紘　一 （大 2015 情報）
大　橋　史　佳 （大 2015 情報）
上　川　優　貴 （大 2015 情報）
河　井　純　平 （大 2015 情報）
坂　井　篤　司 （大 2015 情報）
恒　松　幸　志 （大 2015 情報）
渕　上　朋　也 （大 2015 情報）
前　川　智　紀 （大 2015 情報）
丸　山　紘　史 （大 2015 情報）
八　島　悠　貴 （大 2015 情報）
伊　藤　留寿都 （大 2015 環境）
井　上　雄　太 （大 2015 環境）
桶　谷　弦　輝 （大 2015 環境）
窪　田　一　沙 （大 2015 環境）
倉　島　光　毅 （大 2015 環境）
小　平　剛　士 （大 2015 環境）
高　見　涼　　 （大 2015 環境）
寺　西　健　太 （大 2015 環境）
西　部　美　雪 （大 2015 環境）
二　瓶　秀　星 （大 2015 環境）
松　井　孝　郎 （大 2015 環境）
浦　口　陽　矢 （院前 2015 機械）
大　野　峻　雅 （院前 2015 機械）
笠　井　実　　 （院前 2015 機械）
加　藤　利　宗 （院前 2015 機械）
四十万　淳　　 （院前 2015 機械）
伊　達　充　洋 （院前 2015 機械）
松　浦　篤　大 （院前 2015 機械）
望　月　基　史 （院前 2015 機械）
上　野　千　来 （院前 2015 生物）
門　嶋　泰　斗 （院前 2015 生物）
寺　井　杏　奈 （院前 2015 生物）
中　村　竜　大 （院前 2015 生物）
長　森　駿太朗 （院前 2015 生物）
橋　本　秀　雄 （院前 2015 生物）
端　　　紗也加 （院前 2015 生物）
朴　木　佳　那 （院前 2015 生物）
後　藤　浩　詞 （院前 2015 知能）
吉　田　大　樹 （院前 2015 知能）
今　井　友　紀 （院前 2015 情報）
岩　田　健　志 （院前 2015 情報）
岩　松　竜　也 （院前 2015 情報）
打　越　大　成 （院前 2015 情報）
尾　田　邦　彦 （院前 2015 情報）
郭　　　艶　嬌 （院前 2015 情報）
河　　　冬　馬 （院前 2015 情報）
塩　月　寿　　 （院前 2015 情報）
刀　祢　翔　平 （院前 2015 情報）
水　島　大　幸 （院前 2015 情報）
水　野　草　太 （院前 2015 情報）
森　山　寛　章 （院前 2015 情報）
金　　　俊　　 （院前 2015 環境）

川　越　邦　嗣 （大 2016 機械）
坂　﨑　圭　一 （大 2016 機械）
土　田　裕　司 （大 2016 機械）
堀　川　紘　海 （大 2016 機械）
荒　木　崇　宏 （大 2016 機械）
金　森　久　高 （大 2016 機械）
白　石　務　　 （大 2016 機械）
鈴　木　志　郎 （大 2016 機械）
鈴　木　廉　　 （大 2016 機械）
高　橋　尚　己 （大 2016 機械）
竹　村　真　人 （大 2016 機械）
丹　菊　裕　介 （大 2016 機械）
土　井　勇　輝 （大 2016 機械）
中　後　卓　也 （大 2016 機械）
中　島　健　太 （大 2016 機械）
中　島　信　也 （大 2016 機械）
中　田　知　良 （大 2016 機械）
納　所　泰　華 （大 2016 機械）
濱　谷　真　充 （大 2016 機械）
番　場　敏　夫 （大 2016 機械）
伴　場　亮　太 （大 2016 機械）
東　方　浩　紀 （大 2016 機械）
広　瀬　良　平 （大 2016 機械）
三　浦　堅　史 （大 2016 機械）
水　谷　風舞輝 （大 2016 機械）
山　田　穂　高 （大 2016 機械）
山　本　祐　介 （大 2016 機械）
木　野　貴　仁 （大 2016 生物）
清　都　椋　平 （大 2016 生物）
福　島　庸　祐 （大 2016 生物）
伊　藤　春　佳 （大 2016 生物）
岩　上　千　華 （大 2016 生物）
岩　﨑　成　美 （大 2016 生物）
岩　脇　桃　子 （大 2016 生物）
上　野　綾　香 （大 2016 生物）
大　堀　孝　晃 （大 2016 生物）
金　田　咲紀子 （大 2016 生物）
金　丸　凌　　 （大 2016 生物）
川　端　美　優 （大 2016 生物）
後　藤　健　太 （大 2016 生物）
齋　　　宏　治 （大 2016 生物）
斉　藤　真　冬 （大 2016 生物）
坂　　　恵里香 （大 2016 生物）
高　松　将　士 （大 2016 生物）
髙　柳　綾　奈 （大 2016 生物）
反　中　ひろの （大 2016 生物）
中　野　椋　太 （大 2016 生物）
八　箇　裕　子 （大 2016 生物）
深　川　美　里 （大 2016 生物）
三　屋　みどり （大 2016 生物）
宮　﨑　愛　満 （大 2016 生物）
宮　西　謙　弥 （大 2016 生物）
米　田　有　紗 （大 2016 生物）
橋　本　暁　乃 （大 2016 生物）
秋　山　顕　吾 （大 2016 知能）
成　伯　宗一郎 （大 2016 知能）
藤　井　滉　太 （大 2016 知能）
天　羽　麻奈惠 （大 2016 知能）
石　立　真　輝 （大 2016 知能）
黒　田　浩　平 （大 2016 知能）
越　本　悠　暉 （大 2016 知能）
小　松　勇　太 （大 2016 知能）
下　田　伸　彦 （大 2016 知能）
髙　岡　祐　輔 （大 2016 知能）
田　中　緑　　 （大 2016 知能）
中　井　伸　　 （大 2016 知能）

中　尾　眞　恭 （大 2016 知能）
林　　　茂　希 （大 2016 知能）
馬　場　亮　輔 （大 2016 知能）
水　間　恭　平 （大 2016 知能）
村　田　剛　史 （大 2016 知能）
森　　　彩　夏 （大 2016 知能）
吉　次　雄　基 （大 2016 知能）
田　端　浩　志 （大 2016 情報）
青　木　真一郎 （大 2016 情報）
浅　井　康　平 （大 2016 情報）
伊　藤　宏　朗 （大 2016 情報）
井戸田　悟　志 （大 2016 情報）
稲　場　美　央 （大 2016 情報）
岡　　　大　貴 （大 2016 情報）
角　海　綾　香 （大 2016 情報）
鈴　木　智　博 （大 2016 情報）
関　野　静　香 （大 2016 情報）
髙　田　智　樹 （大 2016 情報）
高　松　将　也 （大 2016 情報）
竹　田　千　輝 （大 2016 情報）
田　中　竣　也 （大 2016 情報）
田　邊　智　昭 （大 2016 情報）
大　門　良　　 （大 2016 情報）
近　成　悠　佑 （大 2016 情報）
中　川　恵　美 （大 2016 情報）
中　村　円　香 （大 2016 情報）
西　澤　知　義 （大 2016 情報）
服　部　史　空 （大 2016 情報）
羽　根　和　貴 （大 2016 情報）
増　田　知　也 （大 2016 情報）
吉　田　孝　紀 （大 2016 情報）
浦　田　浩　孝 （大 2016 環境）
若　林　希　恵 （大 2016 環境）
永　井　拓　史 （大 2016 環境）
石　川　稜　　 （大 2016 環境）
井　上　護　　 （大 2016 環境）
藺　森　悠　伎 （大 2016 環境）
梅　本　雪　華 （大 2016 環境）
大　橋　真　輝 （大 2016 環境）
小　倉　侑　也 （大 2016 環境）
加　藤　諒　佑 （大 2016 環境）
小　林　勇　佑 （大 2016 環境）
駒　田　健　吾 （大 2016 環境）
佐　藤　博　仁 （大 2016 環境）
髙　橋　幸太郎 （大 2016 環境）
竹　内　皓　基 （大 2016 環境）
布　施　佳　樹 （大 2016 環境）
松　浦　拓　哉 （大 2016 環境）
山　田　伸　明 （大 2016 環境）
東　　　邦　哉 （院前 2016 機械）
岩　出　翔　伍 （院前 2016 機械）
岡　﨑　太　洋 （院前 2016 機械）

岡　田　悦　郎 （院前 2016 機械）
木　下　雅　巧 （院前 2016 機械）
近　藤　史　樹 （院前 2016 機械）
杉　浦　智　哉 （院前 2016 機械）
花　村　拓　哉 （院前 2016 機械）
小　路　征　　 （院前 2016 生物）
風　間　美　輝 （院前 2016 生物）
松　岡　徳　明 （院前 2016 生物）
山　内　健　太 （院前 2016 生物）
飯　田　智　丈 （院前 2016 知能）
黒　澤　進太郎 （院前 2016 知能）
五　藤　大　輔 （院前 2016 知能）
橋　本　英　明 （院前 2016 知能）
山　田　真　司 （院前 2016 知能）
東　　　史　記 （院前 2016 情報）
大　谷　崇　士 （院前 2016 情報）
久々湊　竜　童 （院前 2016 情報）
鍋　谷　俊　輔 （院前 2016 情報）
福　岡　涼　平 （院前 2016 情報）
山　田　恵　太 （院前 2016 情報）
田　中　究　　 （院前 2016 環境）
平　井　泰　貴 （院前 2016 環境）
矢　地　千奈津 （院前 2016 環境）
木　伏　理沙子 （院後 2016 機械）

　平成17年に短大部（千瓢会）と工学
部（工学部同窓会）の同窓会が合併し
て富山県立大学同窓会が生まれまし
た。合併10周年を記念して「富山県
立大学同窓会会員名簿（Ａ４版 303Ｐ・
平成27年 8 月15日）を発行しました。
　名簿作成の途中で、不明会員の方
が多く判明しました。今号でも「探
しています」欄で不明会員を載せています。知り合い
の方が見つかりましたら、事務局まで連絡して下さい。

同窓会名簿を発行

※（　）内について

（短 6環境）

技・・・・技術短大
短・・・・短期大学部
大・・・・工学部
院前・・・大学院前期
院後・・・大学院後期

お友達のお名前がありましたら
住所をお知らせ下さい。

卒業回
学科名
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　多くの卒業生が恩師を囲み、賑やかで懐かしさに
満ちあふれた同窓会であり続けるためには、参加者
が最多数となる開催地・時期を選定することが重要
だと考えている。
　そのヒントを見つけるため、関東の「エトワール
会」に荒木相談役と参加させて頂くことになった。

「エトワール会」は関東在住の卒業生が集まる会で、
その存在は数年前から総会でもよく話題に挙がって
いた。当日は会場となる横浜のホテルで会の世話人・
澤さんと待ち合わせた。エトワールという優雅な名
称は、当時集まっていた喫茶店の名前に由来するそ
うだ。今回、食事はレストランのブッフェスタイル
のため、隣には一般のお客さんが普通に座っている。
乾杯の発声で幕が上がると、会えなかった時間を取
り戻す勢いも手伝って、雰囲気はすぐさまトップギ
アに入った。
　両手に赤と白ワイン、頭の上にはビール瓶とウー
ロン茶をのせて参加者全員の元を回り、歓談させて
頂いた。「富山から２人も参加してもらった」と大
喜びされた。目の前では荒木相談役が飲んで、笑っ
て、背中を叩かれて大変忙しそうだ。私は会員の皆
様全員と初対面だったが、全く心配していなかった。
小杉の黒河地区にずっと前からある学校が母校とい
う共有財産があったからだ。
　会の中盤にこれまでの同窓会誌でエトワール会に
関連した記事だけを選りすぐり、まとめた「ベスト
版」をお配りした。荒木事務局長が膨大な資料から
探し、池上理事の監修で作成して頂いた。賑やか続
きで進んでいた会も「ベスト版」を手にし、目を通
している間だけは時間が止まっていた。皆、穏やか
な表情で目を通されている。間もなく、自身や友達
の記事・写真を見つけては歓喜の声があがり出し
た。「自分たちのために丁寧に時間をかけて調べて

もらったのがよく伝わってきた。こういうのが一番
嬉しい。」言われたこちらはもっとうれしかった。
　富山から持ってきたタスキが手渡った瞬間を感じ
た。この他に以下の 3 点セットを受け取って頂いた。
どれも当時の自身・母校・富山での思い出や記憶を
甦えらせ、ご家族や親しい方に話すきっかけになれ
ば、との思いがあった。（１）マス寿司・・・コン
パクトなプチサイズだけど、笹で包んだ寿司は木枠
に納まっている。‘ 切り分ける ’ という食べる前の
儀式をあえて楽しんで頂きたかった。（２）富山の
くすり・・・昔と変わらない昭和らしいレトロなデ
ザイン。中身は本物で効用もあるが、使わないこと
に越したことはない。自然食があれば薬要らず。（３）
百貨店の紙袋（非売品）…薬にはオマケが付きもの
と考え、一度は足を運んだことがある百貨店のシン
ボルマークが入っている。テレビ CM で一度は耳
にしたことがあるフレーズ。「♪心と心、笑顔と笑
顔・・・♪」
　今回のご縁もこれからがスタートだと思ってい
る。今度は富山でお返しする番だと思っている。お
世話になった１１名に限らず、「エトワール会」メ
ンバーが来県する機会には「ベスト版」作成スタッ
フ、「3 点セット」考案スタッフを紹介する事がで
きたらどんなに楽しいか、と夢を膨らませている。
平成２９年度同窓会に荒木相談役と須田の２名は

「エトワール会」として参加予定。なんとこの２名
は既にエトワール会の会員名簿に登録済みなのです
…。大役を背負って探しに行ったヒントだが、富山
に戻ってからバッグや財布の中を探してみたがどこ
にも見当たらない。どうやら２次会で立ち寄った、
横浜港に面した屋外カフェに落としてきた様だ。落
とし物は「エトワール会」の皆さんと一緒に探しに
行きたい。

前列左から 4番目：荒木前会長　後列左端：須田副会長



－ 19 －

　皆さんは、大谷講堂の北東方向にある茶亭「千瓢」
で、多くの学生が裏千家茶道に親しみ巣立っている
ことをご存知でしょうか？　
　この茶亭は学舎の建設を請け負った佐藤工業株式
会社社長佐藤助九郎さんが開学 ( 昭和 37 年 4 月 ) に
合わせて寄贈されたものである。そこで裏千家茶道
を指導されたのが、赤間宗民先生である。
1. 先生の初めての姿
　佐藤助九郎さんは電力王と称された大茶人松永耳
庵（安左エ門）さんから助庵の庵号を、裏千家 14
代家元から宗越の茶名を頂かれた、全国に馳せた茶
人であった。当時、大谷米太郎さんと大谷竹次郎さ
ん兄弟の寄付により学舎が出来上がり、その建設を
請け負った佐藤さんが私も学生のために何か力にな
りたいと、吉田県知事に話され、「それなら茶室を」
と寄贈に至ったと聞いている。
　和服姿でステッキを持ち、茶亭の建設現場で指示
しておられる佐藤さんの姿を、学舎の 2 階から見て
いたことを今もしっかり覚えている。後に、赤間先
生も数人の方とともに立ち会っていたと聞かされ、
あの時の和服の女性が赤間先生だったのかと回顧し
ている。
2. 稽古は優しく
　茶亭「千瓢」の建築物には、茶室「洗心庵」と教
場が完成し、池を借景に蹲踞や燈籠を配した茶庭も
整備されていた。茶華道部が設立 ( 昭和 44 年から
茶道部分離 ) したのは、昭和 38 年で 9 月から毎週
土曜日、赤間先生がお弟子さん 2 ～ 3 人連れだって
お越しになり、最初の頃は１階の教室で帛紗捌きな
ど基本的な動作を教わり、そのうち茶室で一人ずつ
盆略点前や、薄茶点前をお稽古するようになった。
　女性ばかりの応用数学科の学生は、授業時間を割
いて茶道と華道を学んでいたこともあったように思
う。華道は教場を使い池坊の中島勇峰先生の指導を
受けていた。
　このようなことから茶華道部には応用数学科の学
生が多く、数少ない男子学生がお稽古するには大変
勇気のいることで、時には実験着（白衣）でお稽古

することもあったが、赤間先生からは笑顔を交えな
がら優しくご指導を頂いた。当時先生は 45 歳頃で
あった。
3. 先生の茶道人生
　赤間先生は富山県立女学校で学ばれた後、昭和
10 年に京都の伯母さん宅に身を寄せ、津田宗毛先
生や、裏千家 12 代家元夫人に仕えた川那辺宗貴先
生に 6 年間師事し、京都で茶道の教導に当たってお
られた。戦火が厳しくなり帰富されて不二越に勤務
されながら、不二越や自宅で裏千家茶道のお稽古を
され、多くの人々に裏千家茶道を教えられるととも
に、北日本新聞社が主催する北日本茶会の設立や、
茶道団体の役員として活躍され、平成元年には、県
立大学での指導が評価されて、裏千家家元から学校
茶道永年勤続表彰を受賞されている。
　赤間先生は、質素を常として茶道を貫き、自省生
活を心の定めとされ、「咲くまでは、足げにかかる
野菊かな」を先生自身の教訓歌として、私どもにご
指導を頂きました。
　今年 1 月元旦に死去された享年百歳の一生は、日
本の厳しい戦争の時代を経て、復興を遂げながら、
国民皆茶の時代として、職場や学校茶道等々と裏千
家茶道が隆盛を極めた時代でした。
　佐藤助九郎さんが学生のために力になりたいと茶
亭を寄贈され、そこで赤間先生から熱心にご指導を
頂きました。このご縁を大切に赤間先生の教訓に学
び、ご恩に報いねばと思うことです。

寄稿　今井　秀昭
（草農業科 1 回生　1965 年・昭和 40 年卒業　茶華道部 OB）

今井 秀昭（茶名・宗秀）
　昭和 38 年大学の茶道部において赤間宗民先生か
ら裏千家茶道を習う。卒業後金沢市にて稽古を始め
裏千家 15 代家元の講話を聞き、茶道の奥深さ、楽し
さを知り、昭和 46 年富山に戻り、赤間先生自宅にて
修習、裏千家青年部全国委員や富山支部幹事長、富
山県茶道連盟理事長を務め、現在は富山支部副支部
長、北日本となみ野茶会席主や北日本新聞砺波支社カ
ルチャー教室講師を務めている。自宅には茶室「松稲
庵（しょうとうあん）」があり、茶席を楽しみ男子だけ
で行う百草会茶事は 20 年続き 85 回を迎えた。
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　「簡単に達成できないことに挑戦したい」と初老
を迎えたときに思いました。若い頃は何でも挑戦で
したが、今ではそれなりに仕事をやり遂げる術が身
に付いてしまい、挑戦という気持ちは薄れてしまい
ました。運動不足による体重の激増も気にしていた
折、2015 年に富山マラソンが開催されることにな
りました。何かを変える転機にしたいと無謀な挑戦
が始まりました。第 1 回の 2015 年は私用でキャン
セルし、第 2 回の 2016 年が初チャレンジとなりま
した。本学からも教職員および学生が数多く出場し、
良いタイムでゴールされた中、マラソン初挑戦の私
が制限時間の 7 時間ギリギリでゴールした体験記を
書き記します。
①準備：学会発表を申し込んだら締切までに実験し

論文にまとめないといけないのと同じように、出
場エントリーをしてしまうと練習をせざるを得ま
せん。走ったこともない途方も無い距離なので、
少しずつ長く、速く走られるように練習しました。
週末に時間を作り約 10km を 1 時間ほどのペース
で走る練習をしました。走ってる間は仕事を忘れ
るといいますが、仕事や研究のことを考えるばか
りでした。結局、練習では 10km までしか走りま
せんでした。富山マラソンではちょうど半分の地
点にある最大難所「新湊大橋」をどう走破するか
心配なままでした。

②スタート：10 月 30 日 ( 日 ) のレース当日は素晴
らしい秋晴れでした。スタート地点の高岡市役所
周辺は約1万2千人の出場者で混雑していました。
私は最後尾でスタートの号砲を待っていました。
9 時に号砲が鳴らされましたが、私が走り出した
のは 10 分後、スタートラインに辿り着いたのが
12 分後でした。高岡古城公園、高岡大仏、山町
筋では多くの人が沿道から応援してくれて気持ち
が高ぶりました。少しでも前に行きたい気持ちを
抑えて走っていました。

③最大難所「新湊大橋」：庄川河川敷を走り、新湊
エリアに突入。新湊大橋の登り口の約 20km に到
着したのが 2 時間半ほど。10km しか走る練習を
してませんでしたが、きわめて順調。この調子だっ
たら 6 時間ほどでゴールできるだろうと皮算用し
てました。しかし甘くありませんでした。新湊大
橋で心が折れました。登坂を走ったのは最初だけ
で、歩かないと登ることができませんでした。橋
の上で 42.195km のちょうど半分。登りではふく
らはぎが痛くなり、下りでは太ももが痛くなりま
した。新湊大橋だけで 1 時間も使ってしまう、大
幅なタイムロスでした。立山連峰と富山湾が織り
なす美しい風景に心が震える余裕はなく、疲労で

足が震えるばかりでした。もう走られないと思っ
ていました。

④助けられた故郷の声援と家族のフォロー：新湊大
橋を降りた辺りが私の故郷です。顔見知りの皆さ
んから「岩井さん」、「学」、「頑張れ！」と多くの
声援をもらい、救われました。実家近くで妻、娘、
ご近所さん達が待ってくれており、スタミナ補給
もできました。故郷の皆さんや家族には感謝する
ばかりでした。

⑤ゴールできるか時計とにらめっこ、そしてゴール：
30km を過ぎてからは走っては歩くの繰り返しで
した。残り 12km を制限時間までに走りきること
ができるか、時計とにらめっこでした。ゴールに
間に合うと計算結果が得られましたが、気持ちを
緩めることができない苦しい時間でした。このと
きに撮影された写真は酷い顔をしているので掲載
を控えます。ゴールタイムは 6 時間 49 分 46 秒で
した。感無量で涙が込み上げてきました。無謀な
挑戦に対し、計画的な解決手法はなく、結局はい
つもの行き当たりばったりで何とかやり遂げたと
いったところでした。まだ無茶なことができると
自画自賛でした。

⑥マラソンによって何が得られたか：出張先で早起
きしてジョギングをするのが楽しくなりました。
2016 年、英国・ロンドンではアビィーロード、
スウェーデン・ストックホルムではベイエリアを
走りました。中学校の同級生と一緒にリレーマラ
ソンに出場するのも楽しみの一つとなりました。
もっぱら走った後の飲み会が主目的です。健康面
では体重は変わらずです。

⑦今後の展望：2017 年も富山マラソンに挑戦しま
す。給食地点で美味しい鱒の寿司を食べ、新湊大

橋を楽々走り抜
けることができ
るよう、トレーニ
ングしたいと思
います。同窓生の
皆さんもぜひ富
山にお越しいた
だき、歴史ある街
並みや豊かな自
然の中を一緒に
走りましょう。

ゴールの瞬間
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　2016 年度 8 月13 日（土）ホテルグランテラス富山
にて、工学部５・６期生、短大部５・６期生が中心
となり開催された。
　同窓会にて実行委員長を勤めさせて頂き、実行委
員会のメンバー、同窓会役員、事務局の皆様のおか
げで、無事に終えることが出来、安堵しております。
　これまで中学校の同窓会の代表幹事や、高校の同
窓会のお手伝い等は経験していたことから、会社の
先輩から「手伝ってくれないか」と声をかけて頂い
た際、お手伝いぐらいならと、軽く引く受けたとこ
ろ、いつの間にか実行委員長になっていました。
　今回の同窓会を通じて、中学・高校の同窓会と違
い、大学時代の同級生は県外で活躍している人が多
いことから出席者を増やすことに大変難しさを感じ
ました。
　今回の同窓会の周知に関して、ハガキとともに
SNS を活用した周知を行いましたが SNS が発達し

ているとはいえ、一番効果のある方法は、やはり研
究室、サークルなどの横の繋がりでの周知が一番効
果的だったと思います。   
　それを考えると、同窓会に参加しやすくする「し
かけ」の一つとして学生会・研究室・サークルの
OB 会や県内企業に就職している OB との連携、卒
業時に幹事を決めてしまうと同時に同窓会の開催に
ついて案内してしまい参加者を募る等同窓会の活性
化には今までと違う取り組みが今後必要と感じまし
た。
　懇親会では、約 20 年ぶりに会う同級生の皆が活
躍している近況を聞けたことや色々人脈も拡がった
事、全てが良い経験・励みとなりました。  
　最後にこのような機会を与えて頂きました実行委
員、同窓会役員、事務局の皆様に感謝するとともに
益々の富山県立大学の「グローバル」な発展を祈念
致します。

　この数字は富山県立総合衛生学院の前身、富山県立中央病院附属高等看護学院
が設立された（保健師助産師看護師法に基づき）年です。沿革を紹介すると
昭和 39 年　保健婦専門学院を併設
昭和 40 年　看護学科に夜間課程を新設
昭和 49 年　助産学科を新設
昭和 50 年　看護学科を第一看護学科と第二看護学科に分科し、4 学科制となる。
昭和 51 年　学校教育法に基づく専修学校となる。
平成 20 年　第二看護学科を閉鎖し、第一看護学科を看護学科と改称し３学科制
とした。
平成 27 年 8 月富山県看護系高等教育機関調整検討会の報告を受け、富山県立総
合衛生学院が改組して、富山県立大学の看護学部になる準備が進んでいる。

昭和 26 年
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高野　渓介
　工学部　知能デザイン工学科　2 年　

　今回の留学の動機は、未来の自分への投資です。
私は将来英語の教師になりたい訳でも世界各国を飛
びわたるバックパッカーになりたい訳でもなく、た
だ自分がこれから新しいことを始めたり挑戦したり
する中で、少しでもこの語学研修を通して得た経験
が生かされれば、今回の語学研修にかかった費用で
ある約 50 万円という値段以上の価値があると考え、
参加を決めました。
　この語学研修では、学生それぞれが現地でホーム
ステイをして学校に通うことで、アメリカでのリア
ルな生活を体験できます。私がこの研修に応募する
時に一番魅力を感じたのはまさにこのことで、知ら
ない土地で、言葉も十分に伝わらない人たちと触れ
合うことで、何か新しい感性を得られるのではない
かと期待に胸をふくらませていました。そのような
期待は現実のものとなり、何事も積極的に取り組む
ことで、多くの思い出を残すことができました。
　私のホストファミリーは私のことを本当の家族の
ように受け入れてくれ、それは私が積極的に英語で
話しかけられるようになるきっかけにもなりまし
た。センター試験のリスニング英語もまともに聞き
取れなかった私が、現地のアメリカの人と、英語で
理想の結婚生活などとても個人的な事などについて
約 3 時間も話すことができたのは、日本の大学の英
語の先生とは異なる特別な関係性だからこそできた
ことであり、私の英語力は飛躍的に向上しました。
　今回の語学研修を通して、ポートランドの人々の
人間的魅力というものを最も強く感じました。ポー
トランドの人々は個性をとても大切にしていて、周
りの人との相違点がその人の価値であるという考え
を持っていました。

報　告　書

ポートランド州立大学語学研修ポートランド州立大学語学研修
平成27年度春期／平成 28年度夏期

環境工学科 地原　大
情報システム工学科 2年

2 年
松永　清雅

知能デザイン工学科 2年 高野　渓介

（学年は当時）

　私は、個性というのは周りの人が受け入れて初め
て個性になるのであり、受け入れられないものは非
難されるべきだと考えてきました。
　しかし今回の語学研修を通して、人の個性という
ものを客観的に良し悪しで判断するのではなく、そ
れを受け入れようとする姿勢が大切なのであり、私
に不足していたものだったと実感しました。まだま
だ自分の把握していない自分の中の変化というもの
はたくさんあると思うので、今後の学生生活や就職
活動においてその引き出しを開けていけるように、
自分の変化したであろう感性を日頃から意識してい
こうと思います。

左奥キャップ・ホストファミリーと
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松永　清雅
　工学部　情報システム工学科　2 年

　私は、以前からアメリカに留学し英語や文化を学
んでみたいと思っていましたが、なかなか機会がな
く半ば諦めていました。しかし、大学が留学の募集
をしていると知り、早めに行った方が留学での経験
を早く大学生活に生かすことができると思い参加し
ました。
　現地での生活は、最初は分からないことばかりで
したが、学校の先生やこのプログラムの現地学生ア
シスタントさんが色々なことを教えてくれたり、他
の参加者と協力したりしたので、充実したものにな
りました。ポートランド州立大学では、授業で日常
会話や現地の生活について学び、学外活動ではア
メリカやポートランドの文化について学びました。
ホームステイでは、ホストと一緒に食事をしたり、
家事を手伝ったり、休日にビーチに出かけたり、家
族で集まって団らんしたりするなど、様々なことを
体験しました。自由時間には、アメリカの街を歩き、
日本とは違う街並みや、おいしい料理などを楽しみ
ました。
　私はこの留学で様々なことを学びました。現地で
は人と人の距離がとても近く、約三週間という短い

期間でしたが、学校の先生や他の留学生、ホストと
日本では考えられないほど親密になることができま
した。また、英語で話さなければならないので常に
集中して話を聞いていましたが、思うように会話す
るのは大変でした。現地にいたときは、こうしたこ
とは自然なことだと思っていましたが、日本に帰っ
てきて初めて日本とアメリカの違いや、英語の上達
に気付くことができました。異文化を理解したり、
外国語を学んだりする際、実際に行ってみないと分
からないことばかりだと思いました。これからは、
留学での経験を生かして英語や他の外国語を勉強
し、異文化はもちろん日本の文化についても考え、
広い視野をもったグローバルな人材になりたいと思
います。

地原　大
　工学部　環境工学科　2 年

　私が語学研修の参加を決めた理由は３つありま
す。１つ目は大学に在学している間に学生ならでは
の何か貴重な体験をしたいと考えていたこと、２つ
目はアメリカという国に興味があったということ、
そして３つ目は同じ高校に通っていた他大学に通っ
ている友達と再会した時にその友達がこのプログラ
ムに参加した体験を私に話してくれたことです。初
めは楽しそうだなとか自分も行けたらいいなという
軽い気持ちでしたが、プログラムに参加して価値観
が変わったと言われた時に心が動かされました。価
値観というものは簡単には変わらないものだと思っ
ていたので、実際に身近な友達にそのような変化が
起こったと聞くと、疑いつつも強く興味を抱きました。
　実際にこのプログラムに参加して経験したこと
は、私の人生においてかけがえのないものになった

と思います。街角でネイティブの人にインタビュー
する機会があり、このおかげで実際自分の英語がど
のくらい通じるのか試すことができました。また、
ポートランド州立大学に通う現地大学生が、学生ア
シスタントとして携わっており、私達が分からない
事があると簡単な英語で説明してくれるなど手助け
してくれました。違う国の同世代の人々と触れ合う
事はとても刺激的な経験でした。
　ホームステイでは、ホストファミリーが家に帰る
と温かく迎えてくれ、その日の出来事などを話し合
いました。初めは会話がおぼつかなく聞き取れない
時は何度も聞き返したりしていましたが次第に会話
ができるようになり、ホストマザーには「来た時よ
り遥かに英語が上達したね」と言ってもらえました。
今思うとこの何気ない会話が英語の上達に繋がった
と思います。日本に帰ってきた後もメールで頻繁に
連絡をとり合っています。
　このプログラムに参加して、語学が単なる学業で
はなくコミュニケーションをとるためのものだと実
感しました。まだまだ英語が十分に使えるレベルに
達したとは思えません。しかし、英語で会話するこ
とへの抵抗、苦手意識が無くなり、英語での会話が
楽しくなりました。ぜひ他の学生の皆さんにも参加
してもらいたいです。
　最後に、助成金をくださった後援会並びに同窓会
の皆様を初め、このプログラムの参加を承諾してく
れた両親やご協力して下さった皆様、本当にありが
とうございました。右端の女の子背負う・ホストファミリーと

右端・ホストファミリーと
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　平成２８年８月のお盆過ぎのことである。
　新聞のお悔やみ欄の高岡市のコーナーに「吉田定
男」の四文字が・・・驚いた。
年齢から考えても、住まいから考えても間違いなく
あの「吉田定男」さんだ。
　半年ばかり前に電話でＯＢの情報交換をしたばっ
かりなのに？？？
　暫くは偉大な先輩を失った喪失感で頭の中が真っ
白であったが、気を取り直してご自宅に電話を入れ
た。
　家の外での付き合い（仕事・ボランティア等々）
は「本人とは深い付き合いはあるが家族の方々とは
さほど…」と云うのが一般的なスタンスであるが、
吉田初代千瓢会会長（以下吉田会長と書かせていた
だく）とはまさしくこのような関係であったので、
奥様には「自分は亡くなられたご主人とはかくかく
しかじかの関係のあった人間である。新聞を見て大
変に驚いた。ぜひ吉田会長にお別れの言葉を贈らせ
ていただきたい」とのお願いを申し上げたところ快
くご承諾をいただいた。
　お別れの文書は、吉田会長の会長在職期間があま
りにも永かったことから必然的に長くならざるを得
ず、参列の皆様方には大変にご迷惑であったことだ
ろうと思っている。
　しかしながら、翌日息子さんから、お礼の言葉と
ともに「父は仕事の事も同窓会の事も殆ど家では話
すことが無く、外でどんな事をしているのか全く知
る術がなかったが今回のお別れの言葉でその一端を
窺い知ることが出来て大変に嬉しかった」とのお言
葉をいただき、少しは偉大な先輩にご恩返しが出来
たのではないのかとホッとしている。
　前段が長くなってしまったがこれから本題に移る
こととする。
　吉田会長は、昭和３７年４月の富山県立大谷技術
短期大学の開学時に農業機械科の第一期生として入
学、同３９年３月の卒業と同時に創立された富山県
立大谷技術短期大学同窓会の初代会長にお着きにな
り、爾来平成６年１０月の総会で退任されるまでの
３０年と６カ月の永きに亘り会長をお勤めいただい
た。
　少し話は横道に逸れるが、在学中は１期上の先輩
は神様の如くに怖い存在であり、当然吉田会長もご
多分にもれずに怖い神様の一人であり、常に下から
仰ぎ見て気楽に話しかけることにはそれなりの抵抗
を感ずる存在であった。

　短期大学の宿命で在学中のお付き合いが１年間と
大変に短いものであったことと自分達が衛生工学科
の第１期生と云うこともあり、学業・学外活動とも
にどの様に進めどの様に形作っていくかに心を傾注
していたことから、吉田会長がご卒業と同時に富山
県の農地林務部（当時の呼称）にお勤めになったこ
とも同窓会長にお着きになったことも蚊帳の外で
あった。
　自分は短大を卒業後４年制大学に編入をし、卒業
と同時の昭和４３年に富山県土木部に勤めることと
なったが吉田会長との再接点はこの時からで、吉田
会長が農地林務部耕地課、自分が土木部河川課で、
農業用に利用する水を担当する側と河川からの水利
用を管理する側の立場であった。
　水を利用する立場と水を管理する立場は全くの逆
であり、会議では火花を散らすことが恒常的であっ
たが、ひとたび会議が終わればそこは先輩・後輩の
中で大変に親しくしていただいたことが懐かしく思
い出される。
　その様なお付き合いの中で吉田会長から「荒木君
どうや！同窓会の世話してくれんか？」との声がか
かり、何年の何月からは記憶に定かではないが自分
の同窓会お世話生活がスタートをしたのである。
　同窓会設立から自分が加わるまでの期間の苦労話
は、ついに吉田会長にお伺いする機会は無かったが、
レールの無いところにレールを敷きながら走る不安
とご苦労には想像を絶するものがあったに違いない
と思っている。
　自分が同窓会の世話を仰せつかった頃は、それな
りに同窓会活動も安定をし、先にレールは無いもの
の進むべき方向はほぼ見通せる状態であり、誕生期
の苦労を味わう状況には無かったものの会員数が
年々増加していくにも拘らず総会への参加人数が少
ないと云う問題（これは自分が会長を辞めるまで続
いた問題ではあったが）に頭を悩ませた。
　富山市内の方が集まりやすいのでは・・と婦人会
館での開催や県職員会館（この二つの会館も今は存
在しない）での開催を企画したのも懐かしい思い出
である。
　同窓会が１９７２年（昭和４７年）の校名変更に
伴い、富山県立技術短期大学同窓会と名称変更をし
たので、必然的に吉田会長には初代富山県立技術短
期大学同窓会長にお着きをいただくこととなった。
１９８１年（昭和５６年）には開学２０周年を迎え
ることとなり同窓会では記念事業として中庭にパー
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ゴラを寄贈することとなったが、ここに至るまでの
吉田会長の決断と対大学・対施工業者との調整能力
には目を見張るものがあったとの記憶は鮮烈であ
る。
　また同窓会の収入源が、同窓会への入会金のみと
云う状態であったために、年間収入から総会費用を
差し引くと残額がさほど大きいものではなく、まと
まった支援活動が出来ないとの恒常的な悩みがあっ
た。
　この問題をどう解決するか…と云うことで吉田会
長を中心に鳩首を並べたのも懐かしい思い出であ
る。この鳩首会談での秘策については、長くなるの
で稿を改めてお話をしたい。
　ただ如何なる状況下においても吉田会長が大きな
声を張り上げられることは無く「お前っちゃ、そん
なこと言うたら元も子もないねかぁ…こんな方法もある
がでないがかぁ…チョット考えてみんまいかぁ～」との
ゆったりとした吉田節（標準語からは程遠い地元弁）
で議論が沈静化したことも多々であった。
　吉田会長の前に吉田無く（これは当然であるが）
吉田会長の後に吉田無く・・と思っていたのは自分
だけでは無い筈で、殆どの役員が同窓会の続く限り
吉田会長には会長職をお続けいただくものだと思っ
ていたと思う。
　しかしながら程なくして４年制の県立大学の構想
が打ち出され、１９９０年（平成２年）に工学部と
短期大学部の２学部を擁する県立大学が開学の運び
となった。
　翌年の３月には県立大学としての初めての卒業生

（短期大学部）を出すこととなる平成３年の総会を
ひかえ、これまでの「富山県立技術短期大学同窓会」
の名称では実状に合わないことから同窓会の名称変
更の議論がなされた。
　その結果として、太閤山の地名の由来となった太
閤秀吉ゆかりの馬印（大学の敷地内にこれからいた
だいたと思われる「千瓢」と云う茶室がある）から
同窓会の名称を「千瓢会」としたが、これにも吉田
会長の意向が強く反映されたと記憶している。
　ここに吉田初代千瓢会会長の誕
生をみることとなり、翌年には短
期大学部の卒業生を目出度く迎え
入れることとなった。
　これと併せて機関紙「千瓢会だ
より」が創刊され、吉田会長には、
この後も２年後に控えた工学部卒

業予定者への入会の働きかけや、その迎え入れのた
めの態勢づくりなどに力を注いでいただいたが、最
終的には工学部が独自に同窓会を作ることとなっ
た。
　この工学部の最終方針が決まった段階で吉田会長
から「もういいやろう…ちょうどいい節目やしここ
ら辺で辞めさせてほしいなぁ～」との意見具申がな
され、これまで神の如く敬い慕って来た吉田会長の
申し入れに、役員一同「天変地異・震天動地」の如
き心境に陥ったが、これまでの永い間「お願い！お
願い！」を申しあげ会長職を続けていただいていた
経緯もあり、涙をのんで平成６年１０月の総会を
もって会長職をお退きいただくこととなった。
　考えてみれば、昭和３９年４月の会長就任以来
３０年と６カ月の永きにわたり会長職をお勤めいた
だいたこととなるが、これは生まれた子供が成長し
て大人になり、家庭を持ち、パパ・ママになろうか
と云う恐ろしいほどに長い時間である。
　この間通常の同窓会活動は当然のこととして、十
数回に及ぶ同窓会名簿の発行、開学十周年および
二十周年記念誌の発刊と関連事業の実施、同窓会機
関紙「千瓢」「千瓢会だより」の発刊などに力を注
いでいただいた。
　同窓会活動も決して順風満帆であった訳ではな
く、先にも述べたように誕生期・創成期は同窓会そ
のものの歩んで行く方向の模索、そして生育・成熟
期においては２年制に起因すると考えられる同窓生
意識の薄さ、限られた会費収入の中での事業の遂行
などなどに大きく知恵をしぼっていただいた。
　吉田会長が唯一お心残りとされていた「千瓢会」
と「工学部同窓会」の一大学二同窓会の形も平成
17 年 11 月の総会をもって 1 本化し「富山県立大学
同窓会」とすることが出来たが、この時には大変に
喜んでいただいた。
　このことが吉田会長への最も大きなご恩返しに
なったのではないかと自分自身を慰めている。
　ここに改めて吉田会長の偉大なご功績に対し心か
ら感謝を申し上げるとともに、遠い空の上から同窓
会をお見守りいただくことをお願い申し上げて筆を
置くこととする。

― 前号プレゼント当選者発表 ―

舘　　身果
北林　恒好
田近　憲一

当選おめでとうございます。

く ろ き

「黒酒」
2本セット
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池上　勁  ( 大谷・機械科１期生 )

①本を愛し本に憑かれた人たちの姿を
『古本綺譚』（出久根達郎著・中公文庫）

本のために数軒の家を借りている。ユネスコで青空
古本市をもう４０年前からやっている。家庭にある不
要な本を提供してもらい、半年に一度、古本を安く売
るのである。半年の間に提供受ける本が数千冊、そし
て一回の古本市で売れる本が 2 千冊に満たない。簡
単な計算で一回約 3 千冊以上の本がたまる、今秋十月
で 82 回になるから、数十万冊の本が手元に残る。

これをどうするか。初めは家の倉庫に入れた。家業
が酒屋なので好都合。だが家人から苦情続出。ビー
ルを置く場所を本が大きな顔で占領しているのだから。
友人の部屋を借りたりしていたが、今は数軒の家を借
りて本が置いてある。

時 、々その部屋へ本の整理にいく。ここで弱ったこ
とが発生。古本市を企画したのは本が好きだから始め
たことで、本の整理を始めると、読みたい本が出てき
て整理が中止。先日も整理の途中でそんな本に出くわ
した。
『古本綺譚』（出久根達郎著・中公文庫）がその本

だ。東京の杉並で古本店を営む著者が店で出会った
本を愛し、本に憑（つ）かれた人々の話を書いた本。

読み進んでいくと、古本屋店先の均一台の本を全部
買っていく男の人の話が目に止まる。一冊百円均一と
書いてある台の本を一冊残らず来るごとに、買ってい
く。

その人と話しているうちに、友達になり、アパートを
借りるときの保証人になる。その人がいつのまにかい
なくなり、借りて住んでいたアパートの部屋を開けたら、
部屋中、本があふれ、床から天井まで、びっしりと本
が詰まっている。その人が、本だらけの部屋のどかに
隠れているのではないかと感じるという、ちょっぴり怖
い話。

ここまで読み進み、周りを見渡すと、この部屋も本
だらけ、足の踏み場もない中で立ち読みしている自分
を見つけ、背中に寒い物を感じた。
②ゴウさんの本
『こんな美しい夜明け』（加藤剛著・岩波書店・2001年）

僕がお茶の間で『大岡越前』としておなじみの加
藤剛さんをなぜ「ゴウさん」と呼ぶのかは、25 年
ほど前に遡ります。恩師の足立原貫先生が富山県の
大沢野町で、木下恵介映画祭を開催しておられたと
き、僕はお手伝いをしていて、ゲストとして参加さ
れた加藤剛さんにお目にかかったのが最初です。

二回目は、足立原貫先生の「草刈り十字軍」の映
画化の時、加藤剛さんが足立原先生役で出演される
ことになり、僕はアシスタント・プロデューサーと
してお手伝いしました。僕にとってはたまらない響
きで、名刺をもらった時はうれしかった。

映画「草刈り十字軍」は 1996 年 5 月18 日クラン

クイン、8 月 13 日クランクアップ、1997 年 1 月 11
日富山で全国初のプレミアショーを行った。その間、
まさに嵐の中にいるようでした。

それより少し前、ラッシュの映写を見るために、
東京の日活撮影場で俳優座の古賀伸雄社長さんに
会って「これからのゴウさんの目指すのは伊能忠敬
です」と話された。そのとき僕の中では加藤剛さん
が「ゴウさん」になった。

三度目に会ったのは 2001 年正月、『伊藤忠敬物語』
の富山公演のオーバードホールの楽屋で、伊能忠敬
として歩いておられるゴウさんが、目の前におられ
た。

そのゴウさんが『こんな美しい夜明け』（岩波書店・
2001年）を出版。三冊目のエッセイ集で、一冊
目の『海と薔薇と猫と』（創隆社・1980年）で完
全にノックダウンを喫しているので、今回も完全に
脱帽。俳優生活 40 年の話が満載。

あの草刈りの映画について「空澄むや草刈る人の
夏深し」と題する一文も載っていた。あの暑い夏の
日が帰ってきた。
③重いヒッチコックの本
『映画術　ヒッチコック／トリュフォー』
（山田宏一・蓮實重彦訳、晶文社）

重さがノート型パソコンほどの本がある。重さを
量ったら 1250 グラムあった。

その本は『映画術　ヒッチコック／トリュフォー』
（山田宏一・蓮實重彦訳、晶文社）、映画評論家から
映画監督になったトリュフォーが映画監督ヒッチ
コックにインタビューして構成した本です。ブック
デザインとレイアウトは、平野甲賀が担当している。

尊敬するヒッチコックから映画についてどうして
も聞いておきたいことがあり、五百項目の質問を用
意し、五十時間におよぶインタビューを試みている。

本の内容は年代順に一本一本の作品がどのように
して生まれてきたか、具体的な製作事情、発想、映
画のシナリオがどのようにして組み立てられたか、
具体的な構想、展開、作品を演出するにあたって生
じた諸問題をどのようにして解決したか、具体的な
個々の例、ディテール、等々、作品をヒッチコック
自身がどのように評価するか、当初の抱負とできあ
がった作品の商業的および芸術的な価値についての
判定を記している。
「北北西に進路を取れ」からのヒッチコックファ

ンで、今までに 30 作品程見ている。僕は面白い映
画は何度でも見るくせがあり、これは至福の楽しみ
である。映画を反芻して楽しむことが出来る。この
本がなければ、ヒッチコックを深く理解することが
出来なかったと思う。また本当の映画の楽しみを教
えてくれた。トリュフォー自身の作品も素敵だが、
この本はトリュフォーの作品と同じくらい、意義の
ある仕事だと思う。

二人の出会いに思いを馳せ、今日は『裏窓』それ
とも、『サイコ』、『鳥』、『フレンジー』を見ようか・・・
と迷うのは楽しい。見終わったら、重い本を引っ張
り出してまた楽しもう。
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　植松　哲太郎（富山県立大学名誉教授）
　「千瓢」第１１号を拝受しました。新しい企画の
第一号に選んでくださったようで、恐縮しておりま
す。果たして任に耐えたかどうか心許ない気持ちで
すが。今後、いろいろな方の３冊を楽しみにしてお
ります。「千瓢」は薄い冊子ながら、大学の様子が
いろいろわかる記事で埋まっていて、楽しく読んで
います。昨年の同窓会実行委員長の酒井秀仁君は小
生の研究室の卒論研究生でした。彼の手記にもある
ように、最後の猛烈な追い込み実験で卒業に漕ぎつ
けました。忘れられない卒研性の一人です。今では
田中精密で立派な技術者になりました。
どうぞ今後も素晴らしい「千瓢」でありますように。
　山本　憲司（大谷・１機械）
　お盆中の同窓会、残念ながら他の行事と重なり参
加できません。盛大に交流下さい。「千瓢」工夫し
て興味あるものになる様願う。少しずつ良くなって
いるのでは、県大ならではと思うページ在るも良し。
担当者大変でしょう、ご苦労様です。年会費送金し
ておきました。

【2016 年】
5月24日
　これから学科の新設や各科の増員などを踏まえ同
窓会の名簿システムを新しくしました。業者さんに
新しいシステムのオペレーションを半日掛けて教え
て頂きました。
5月28日
　実行委員会でした。同窓会案内往復はがきに委員
の方々がメッセージをたくさんの方に来てもらおう
と書き込み、発送しました。
6月 3日
　千瓢第 11 号の完成です。昨年より2 か月前倒しの
発行予定で動きました。少し予定より遅くなってしまい
ましたが想定内ということで良しとしましょう。編集長
池上さん、編集の炭谷さんお疲れ様でした。
8月7日
　同窓会総会前の最後の実行委員会です。最終調整
や準備詳細を確認し当日に備えます。
8月13日
　平成 28 年度同窓会総会・懇親会でした。今回の
年代は私の世代でした。久しぶりの再会はなんとも
嬉しく顔が自然とほころぶものですね。その当時の
ことが思い出されまた数年ぶり、卒業以来の面影か
らすっかり大人になっているものだなと感慨深くな
りました。

この日誌は富山県立大学同窓会の荒木薫事務局長の日誌です。
2016 年 5 月 24 日〜 2017 年 3 月 18 日

10月 30日
　関東で活動されている同窓会の関東エトワール会
への出席を荒木顧問と須田副会長が出席されまし
た。富山からの出席は稀なことでとても賑やかな会
になったようです。

【2017年】
1月14日
　今日からセンター試験です。毎年この時期は雪が
ひどく受験生にとっては大変でしょうが、来年度か
ら新設される医薬品工学科が今回から増え、各学科
の増員で春からの新入生が増えるのが今から楽しみ
です。
2月24日
　役員の吉野さんが海外転勤の為送別会です。工学
部 1 期生の吉野さんには実行委員長をお願した際に
なにかと役不足な私にサポートしてくださりとても
感謝しています。役員での海外転勤は二人目で海外
にいらっしゃる同窓生の方も増えてきています。
3月11日
　役員会でした。新年度から入っていただく新役員

（工学部から 2 名短大部から 4 名）の顔合わせと来
年度同窓会についての話し合いです。今年度は足立
原先生の記念講演会の企画をすることになっていま
すので、久しぶりに先生のお話を聞けるとあって楽
しみに来てくださる同窓生の方々がいらっしゃった
らいいなと思っています。
3月18日
　27 年度卒業式謝恩会へ会長とともに出席しまし
た。222 名の学生さんたちが卒業を迎えられました。
スーツ姿やはかま姿で卒業式を終えたばかりの学生
さん達の姿は毎年新鮮で清々しい気分にさせられる
ものです。

　谷口　奈穂（短・18 環境）
　短大を卒業して８年程経つが、卒業後の大学や先
生の近況を知ることができ、懐かしさと安心感があ
ります。黒酒の開発が行われ、売られていることを
初めて知りました。「千瓢」を読むことで、普段知
ることのないニュースを知れて良いです。
　谷村　　実（技・機械1966年卒）
　今年の卒業生の県内就職率は 42.8％で、大学では
もっとアップしたいとのことですが、県外を選択し
た卒業生も多く、悩ましいところです。富山には魅
力ある企業も多いので地元の利を生かして、企業も
学生もお互いをよく知る工夫が必要かと。ついては
ツールとして現役 OB や在校生の皆さんには「千瓢」
を活用したらどうでしょうか。
　早川　俊一（大谷・１草農）
　「３冊の本」は誠によい企画です。退職して７年
間これとゆう本を読んだことが無かったが、これを
機会に又、少し本を読もうとおもいました。
　溝口　　純（大・12 電子）
　大学の頃をなつかしく思い出しながら読ませて頂
きました。
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公開講演会


